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FCC & DOC COMPLIANCE
Federal Communications Commission StatementFederal Communications Commission StatementFederal Communications Commission StatementFederal Communications Commission StatementFederal Communications Commission Statement
This device complies with FCC Rules Part 15. Operation is subject to the fol-
lowing two conditions:

･ This device may not cause harmful interference, and
･ This device must accept any interference received, including interference

that may cause undesired operation.

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a
Class B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are
designed to provide reasonable protection against harmful interference in a
residential installation. This equipment generates, uses and can radiate radio
frequency energy and, if not installed and used in accordance with
manufacturer's instructions, may cause harmful interference to radio com-
munications. However, there is no guarantee that interference will not occur
in a particular installation. If this equipment does cause harmful interference
to radio or television reception, which can be determined by turning the equip-
ment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by
one or more of the following measures:

･ Re-orient or relocate the receiving antenna.
･ Increase the separation between the equipment and receiver.
･ Connect the equipment to an outlet on a circuit different from that to which

the receiver is connected.
･ Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.

WARNING!WARNING!WARNING!WARNING!WARNING! Any changes or modifications to this product not expressly
approved by the manufacturer could void any assurances of safety or per-
formance and could result in violation of Part 15 of the FCC Rules.

Reprinted from the Code of Federal Regulations #47, part 15.193, 1993. Washington DC: Office
of the Federal Register, National Archives and Records Administration, U.S. Government Print-

ing Office.

Canadian Department of Communications StatementCanadian Department of Communications StatementCanadian Department of Communications StatementCanadian Department of Communications StatementCanadian Department of Communications Statement
This digital apparatus does not exceed the Class B limits for radio noise emis-
sions from digital apparatus set out in the Radio Interference Regulations of
the Canadian Department of Communications.

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.
Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003
du Canada.
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1 . 11 . 11 . 11 . 11 . 1 本マニュアルの構成本マニュアルの構成本マニュアルの構成本マニュアルの構成本マニュアルの構成
本マニュアルは以下のセクションに分かれています。

1. はじめに マニュアルについての情報とチェックリスト
2.  機能 製品情報とスペック
3. ハードウェアの設定 マザーボードの設定方法
4.   BIOSの設定 BIOSの設定方法
5. ソフトウェアの設定 添付ソフトウェアの設定方法
6. ソフトウェアリファレンス 添付ソフトウェアの参考資料
7. 付録 オプションと参考資料

1 . 21 . 21 . 21 . 21 . 2 添付品チェックリスト添付品チェックリスト添付品チェックリスト添付品チェックリスト添付品チェックリスト
パッケージの内容が揃っているか確認して下さい。破損や欠品がある場合は、販
売店にお問い合わせ下さい。

(1) ASUS P3V4Xマザーボード

(1) SECC2/SECC/SEPP用のユニバーサル･リテンション･メカニズム

(1) UltraDMA/66もしくはUltraDMA/33の(マスタ用,スレーブ用の)IDEリボンケーブル

(1) 5.25インチ用(1)と3.5インチ用(2)フロッピー･ディスク･ドライブのリボンケーブル

(1) ドライバとユーティリティのサポートCD

(1) ユーザーマニュアル（本書）
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2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 ASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4Xについてについてについてについてについて
ASUS P3V4Xマザーボードは、ハイパフォーマンスを望むPCユーザーのために入念
に設計されています。

2.1.1 スペック
･ 下記のIntel CPUをサポートします。

IntelR○PentiumR○III 100MHz FSB, Katmai core SECC2
IntelR○PentiumR○III B 133MHz FSB, Katmai core SECC2
IntelR○PentiumR○III E 100MHz FSB, Coppermine core SECC2
IntelR○PentiumR○III EB 133MHz FSB, Coppermine core SECC2
IntelR○PentiumR○II 100MHz/66MHz FSB SECC
IntelR○CeleronTM 66MHz FSB SEPP

･ VIA Apollo Pro 133A VIA Apollo Pro 133A VIA Apollo Pro 133A VIA Apollo Pro 133A VIA Apollo Pro 133A チップセット：チップセット：チップセット：チップセット：チップセット：VIA VT82C694Xシステムコントローラと
VIA VT82C596B PCI-ISAブ リ ッ ジ は AGP 4Xモ ー ド 、 133/100/
66MHz Front Side Bus(FSB)、UltraDMA/66、UltraDMA/33に対応しています。

･ PC133PC133PC133PC133PC133メモリメモリメモリメモリメモリ/VCM/HSDRAM/VCM/HSDRAM/VCM/HSDRAM/VCM/HSDRAM/VCM/HSDRAMのサポート：のサポート：のサポート：のサポート：のサポート：4つのDual Inline Memory Module
(DIMM)ソケットを搭載し、 Intel○R PC133/PC100に準 拠したメモリ
（8,16,32,64,128,256,512MB）や、NEC Virtual Channel(VC)SDRAM、拡張メ
モリシステムであるHigh-speed  DRAM(HSDRAM)を最大2GBまで搭載できま
す。VCSDRAM、HSDRAMとは高度なマルチメディア要求を実現するためにメ
モリシステムの性能を大幅に改良した新しいDRAMのアーキテクチャです。

･････ J u m p e r F r e eJ u m p e r F r e eJ u m p e r F r e eJ u m p e r F r e eJ u m p e r F r e eT MT MT MT MT Mモード：モード：モード：モード：モード：JumperFreeTMモードが有効な場合は、プロセッ
サの設定や周波数のオーバークロック、Vcore電圧などをすべてBIOSから
設定できます。ジャンパよりも簡単に使えるDIPスイッチに関しては、マ
ニュアルのプロセッサの外部周波数調整に記述されています。

･ マルチキャッシュ：マルチキャッシュ：マルチキャッシュ：マルチキャッシュ：マルチキャッシュ：パイプラインバースト2次キャッシュメモリ（512/256/
128/0KB）をサポートします。

･ A G PA G PA G PA G PA G Pスロット：スロット：スロット：スロット：スロット：3Dグラフィックアプリケーションをターゲットとした
133MHz 4XモードのハイパフォーマンスなAGPカードに対応しています。

･ UltraDMA/66UltraDMA/66UltraDMA/66UltraDMA/66UltraDMA/66のサポート：のサポート：のサポート：のサポート：のサポート：2つのチャンネルで4つのIDEデバイスに対応した
2コネクタのPCIバスマスタIDEコントローラをオンボードで提供しています。
UltraDMA/66、UltraDMA/33、PIOモード3/4、バスマスタIDE DMAモード2とE-
IDEデバイスのDVD-ROM、CD-ROM、CD-R/RW、LS-120、テープ･バックアッ
プ･ドライブに対応しています。

･ Wake-On-Wake-On-Wake-On-Wake-On-Wake-On-ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮコネクタ：コネクタ：コネクタ：コネクタ：コネクタ：オプションのPCI LANカードにより、Wake-On-
LANに対応します。

･ Wake-On-RingWake-On-RingWake-On-RingWake-On-RingWake-On-Ringコネクタ：コネクタ：コネクタ：コネクタ：コネクタ：WORコネクタに対応したPCIモデムカードによ
り、Wake-On-Ringに対応します。

2. 特色

ス
ペ
ッ
ク

2
.

2
.

2
.

2
.

2
.特
色

特
色

特
色

特
色

特
色



ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル 99999

2. 特色

2
.

2
.

2
.

2
.

2
. 特
色

特
色

特
色

特
色

特
色

ス
ペ
ッ
ク

･ P CP CP CP CP C監視機能：監視機能：監視機能：監視機能：監視機能：オンボードのASIC と添付されたPC Probeにより、CPUとシス
テム電圧、温度、ファンの状態などのシステム情報を容易に調査、管理できま
す。

･ SMBusSMBusSMBusSMBusSMBus：：：：：SMBus（System Management Bus）デバイス間でのコマンドと情
報の物理的な転送に使用されます。

･ P C IP C IP C IP C IP C I拡張スロット：拡張スロット：拡張スロット：拡張スロット：拡張スロット：SCSIやLANカード(PCIは最大133MB/sまで)などのバスマ
スタPCIカードに対応した6つの32ビットPCI(Rev.2.2)拡張カードスロットを備
えています。

･ SuperSuperSuperSuperSuperマルチマルチマルチマルチマルチI / OI / OI / OI / OI / O：：：：：高速UART互換シリアルポート2つとEPP/ECP対応パラレ
ルポートを1つサポートしています。 またUART2はCOM2を通して無線通信用
の赤外線モジュールを利用することができます。

･ 拡張拡張拡張拡張拡張ACPIACPIACPIACPIACPI：：：：：プログラマブルBIOS(Flash EEPROM)はWindows98互換の拡張
ACPI機能、セットアップのためのデバイス自動検出機能を提供します。

･ I rDAI rDAI rDAI rDAI rDA：：：：：赤外線データ通信方式、IrDAのモジュールをサポートしています。

･ Concurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCI：：：：：Concurrent PCIによりPCIマスタバスからメモリやCPUへ複
数のPCI転送が可能になります。

･ ユニバーサルユニバーサルユニバーサルユニバーサルユニバーサル･････リテンションリテンションリテンションリテンションリテンション･････メカニズム：メカニズム：メカニズム：メカニズム：メカニズム：Single Edge Contact Cartridge
(SECC2/SECC)のPentium○RII/IIIプロセッサとSingle Edge Processor Package
(SEPP)のCeleronプロセッサをサポートします

･ スマートスマートスマートスマートスマートBIOSBIOSBIOSBIOSBIOS：：：：：2MBのファームウェアでVcore電圧とCPU/SDRAM の周波数
調整、ブートブロックの書込み禁止、HD/SCSI/MO/ZIP/CD/Floppyブートデバ
イス選択を提供します。

･ 赤外線通信のサポート：赤外線通信のサポート：赤外線通信のサポート：赤外線通信のサポート：赤外線通信のサポート：内蔵の赤外線インターフェースは、オプションのリ
モート・コントロール・パッケージを利用することで外部周辺機器と赤外線通
信を行うことができます。
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2.1.2 特別な機能
･ ACPI ReadyACPI ReadyACPI ReadyACPI ReadyACPI Ready：：：：：ACPI(Advanced Configuration Power Interface)は、OSPM(OS Di-

rect Power Management)をサポートするOSに省電力機能を提供します。これら
の機能を備えたOSを利用することによって、PCを常に準備状態にしたまま、
すべての省電力規格を満たすことができます。ACPIの利点を十分に活用する
ためには、Windows98のようなACPIに対応したOSが必要となります。

･････ Easy Instal lat ionEasy Instal lat ionEasy Instal lat ionEasy Instal lat ionEasy Instal lat ion：：：：：組み込まれたBIOSはハードディスク、PS/2マウス、プラ
グ･アンド･プレイ･デバイスとして作られたハードディスク、拡張カード、そ
の他のデバイスの自動認識をサポートします。

･････ PC98PC98PC98PC98PC98準拠：準拠：準拠：準拠：準拠：スマートシリーズマザーボードはBIOSとハードウェアレベルで
PC98規格に準拠しています。システムとコンポーネントに関するPC98規格で
は以下の高いレベルの目標が設定されています。

･････　　　　　プラグアンドプレイ互換についてのサポート
･････ すべてのシステムコンポーネントの設定と管理
･････ Windows95/98/NTのための32ビットデバイスドライバとインストール手順

･ S y m b i oS y m b i oS y m b i oS y m b i oS y m b i osssss S C SS C SS C SS C SS C SIIIII B I O SB I O SB I O SB I O SB I O S：：：：：オンボードのSYMBIOSファームウェアによってオ
プションのSCSIコントローラカードがサポートされます。

2.1.3 パフォーマンス
･ Concurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCI：：：：：Concurrent PCIによりPCIマスタバスからメモリやCPUへ複
数のPCI転送が可能になります。

･････ 高速データ転送インターフェース：高速データ転送インターフェース：高速データ転送インターフェース：高速データ転送インターフェース：高速データ転送インターフェース：UltraDMA/33バスマスタIDEを使用して
いる IDE転送は、最大33MB/sまで処理できます。このマザーボードには
UltraDMA/33バースト転送の2倍である66.6MB/sのUltraDMA/66をサポートする
チップセットが載っています。UltraDMA/66は上位互換であるためDMA/33と
DMA、現在のDMAデバイスとシステムなどのEIDE/IDEドライブをアップグ
レードする必要はありません。（UltraDMA/66は40ピン80芯のケーブルが必要
です。）

･････ VCM/HSDRAMVCM/HSDRAMVCM/HSDRAMVCM/HSDRAMVCM/HSDRAMの対応：の対応：の対応：の対応：の対応：最小限のコストで高性能なシステムパフォーマンス
を実現する新しい世代のメモリ、 NECの Virtual Channel(VC)SDRAM
(Synchronous Dynamic Random Access Memory)や拡張メモリシステムの
High-speed DRAM(HSDRAM)をサポートします。
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2.1.4 インテリジェント機能
･････ オートオートオートオートオート･････ファンファンファンファンファン･････オフ：オフ：オフ：オフ：オフ：スリープモードであってもシステムファンは自動的に
電源が切れます。この機能は消費電力と騒音を低減するもので、静音PCとし
て重要な機能です。

･････ デュアルデュアルデュアルデュアルデュアル･････ファンクションファンクションファンクションファンクションファンクション･････パワーパワーパワーパワーパワー･････ボタン：ボタン：ボタン：ボタン：ボタン：システム起動時に電源ボタン
を4秒未満押すことにより、BIOSやOSの設定によって（4.5 Power Menu、PWR
Button ＜ 4 Secs参照）、システムはスリープモードまたはSoft-off モードになり
ます。電源ボタンが4秒以上押された時は、BIOSの設定に関係なくSoft-off
モードになります。

･････ ファンの監視と警告：ファンの監視と警告：ファンの監視と警告：ファンの監視と警告：ファンの監視と警告：システムのオーバーヒートや破損を防ぐために、
CPU、電源、システムファンの回転数や故障を監視することができます。す
べてのファンは通常の回転数と警告しきい値が設定されています。

･････ PS/2PS/2PS/2PS/2PS/2キーボード、キーボード、キーボード、キーボード、キーボード、PS/2マウス パワーアップ：キーボードとマウスのパワー
アップを有効、もしくは無効に設定することによって、スペースキーやCtrl-
Escキー、Powerキーを押すことによりコンピュータの起動を管理することが
できます。（4.5.1 Power Up Control参照）

･････ メッセージメッセージメッセージメッセージメッセージLEDLEDLEDLEDLED（（（（（ACPI OSACPI OSACPI OSACPI OSACPI OSのサポートが必要）：のサポートが必要）：のサポートが必要）：のサポートが必要）：のサポートが必要）：Turbo LEDが現時点のシス
テムの情報を提供します。メールボックスに受信メッセージがあるかないか
を、LEDの点灯によって知ることができ、一見するだけで有効な情報を得るこ
とができます。

･････ リモートリモートリモートリモートリモート･････リングリングリングリングリング･････オン（要モデム）：オン（要モデム）：オン（要モデム）：オン（要モデム）：オン（要モデム）：内蔵、外付けに関わらず接続された
モデムによって、コンピュータの電源を遠隔地から操作するものです。この機
能によって世界中のどこからでも自分のコンピュータにアクセスできます。

･････ システムリソース警告：システムリソース警告：システムリソース警告：システムリソース警告：システムリソース警告：Windows95/98/NT、OS/2のような今日のOSは、多
くのインターフェースの提供や大きなアプリケーションなどを操作するため
に、多くのメモリとディスク容量を必要とします。システムリ･ソース･モニタ
は実行中のアプリケーションがクラッシュするのを防ぐため、システムリソー
スが使い果たされる前に通知してくれます。この警告はリソースの限界を管理
しながら有効な情報を提供してくれます。

･ 温度監視と警告：温度監視と警告：温度監視と警告：温度監視と警告：温度監視と警告：CPU温度は、システムのオーバーヒートと破損防止のため
CPU(Pentium○RIII、Pentium R○II(Deschutes)や、Socket370カードにて取り付けら
れるPPGA370 Celeron）内蔵のサーマルダイオードを通じてASICによって監
視されています。

･ 電圧監視と警告：電圧監視と警告：電圧監視と警告：電圧監視と警告：電圧監視と警告：重要なマザーボードコンポーネントに安定した電圧を供給
するため、システム電圧のレベルを監視します。電圧の規格は将来のプロセッ
サにとってより重要なものなので、適切なシステム構成や管理を行うためにこ
の電圧監視は必要不可欠なものとなります。

･ ケース侵入探知：ケース侵入探知：ケース侵入探知：ケース侵入探知：ケース侵入探知：ケース侵入の探知はASICを通じてサポートします。ケース
侵入探知は強固な保護のためバッテリ供給されたメモリに保存されます。



ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル1 21 21 21 21 2

2. 特色

2
.

2
.

2
.

2
.

2
.特
色

特
色

特
色

特
色

特
色

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

2.2 P3V4X2.2 P3V4X2.2 P3V4X2.2 P3V4X2.2 P3V4Xマザーボードパーツマザーボードパーツマザーボードパーツマザーボードパーツマザーボードパーツ
配置は隣のページを参照してください。

配置配置配置配置配置

サポートするプロセッサ Coppermine/Katmai/Mendocino用スロット ............  22222
66MHz～150MHzバスまでサポート
（16外部クロック設定）

チップセット VIA VT82C694Xシステムコントローラ ...................... 33333
VIA VT82C596B PCI to ISAブリッジ ............................. 99999
2 Mbitプログラマブル Flash EEPROM ..................... 1 11 11 11 11 1
マルチI/O & キーボードコントローラ ..................... 1 51 51 51 51 5

メインメモリ 最大2GBまでサポート
DIMMソケット　ｘ4 ................................................. 44444
PC133 SDRAMサポート

拡張カード PCIスロット　ｘ6 .................................................. 1 01 01 01 01 0
Accelerated Graphics Port(AGP)　ｘ1 .................. 1 61 61 61 61 6

システムI/O IDEコネクタ(UltraDMA66サ ポート)　x2 .................. 66666
フロッピー･ディスク･ドライブ･コネクタ　ｘ1 ..... 88888
シリアルCOM1コネクタ　ｘ1 .............................. 1 91 91 91 91 9
シリアルCOM２コネクタ　ｘ1 ............................. 1 71 71 71 71 7
パラレル･ポート･コネクタ　ｘ１ ........................ 1 81 81 81 81 8
USBコネクタ　ｘ2 ................................................ 2 02 02 02 02 0
PS/2マウスコネクタ　ｘ1 .......................（上段）2 12 12 12 12 1
PS/2キーボードコネクタ　ｘ1 ................（下段）2 12 12 12 12 1

3Dグラフィック VIA VT82C694Xシステムコントローラ ...................... 33333

ネットワーク機能 Wake-On-LANコネクタ .......................................... 1 41 41 41 41 4
Wake-On-Ringコネクタ ......................................... 1 21 21 21 21 2

ハードウェア監視 ハードウェアモニタ .................................................. 77777
ファン電源 & スピード監視コネクタ ｘ3

電源 ATX電源供給コネクタ ............................................... 11111

フォームファクタ ATX, 19.2cm x 30.5cm (7.6”x12”)
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3.ハードウェアの設定
3 . 13 . 13 . 13 . 13 . 1 ASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4Xマザーボードのレイアウトマザーボードのレイアウトマザーボードのレイアウトマザーボードのレイアウトマザーボードのレイアウト
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3 .3 .3 .3 .3 .ハードウェアの設定ハードウェアの設定ハードウェアの設定ハードウェアの設定ハードウェアの設定

3 . 23 . 23 . 23 . 23 . 2 レイアウトの内容レイアウトの内容レイアウトの内容レイアウトの内容レイアウトの内容
マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定
1）JEN p.17 JumperFreeTM モード（有効/無効）
2）U12-スイッチ 5＆6 p.17 AGPバス周波数の設定
3）U12-スイッチ 7-10 p.18 CPUバス周波数の選択
4）U12-スイッチ 1-4 p.19 CPU Core：バス周波数倍率

拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット/////ソケットソケットソケットソケットソケット
1）DIMM1,-2,-3,-4 p.20 DIMMメモリ･モジュール･サポート
2）スロット1 p.23 CPUサポート
3）PCI1,-2,-3,-4,-5,-6 p.29 32ビットPCIバス拡張スロット
4）AGP p.31 Accelerated Graphics Port

コネクタコネクタコネクタコネクタコネクタ
1）PS2KBMS p.32 PS/2マウス･ポート･コネクタ（ 6ピンメス）
2）PS2KBMS p.32 PS/2キーボード･ポート･コネクタ（6ピンメス）
3）PARALLEL p.33 パラレル(プリンタ)･ポート･コネクタ（25ピンメス)
4）COM1,COM2 p.33 シリアルポートCOM１/COM2（9ピンオス×2）
5）USB p.33 Universal Serial Busポート1&2（ 4ピンメス×2）
6）Primary/Secondary IDE p.34 Primary/Secondary IDE コネクタ（ 40ピン×2）
7）Floppy p.34 フロッピー･ドライブ ･ポート･コネクタ（34ピン）
8）IDE LED　 p.35 IDE LED（ 2ピン）
9）WOR p.35 Wake-On-Ringコネクタ（ 2ピン）
10）CHA_,PWR_,CPU_FAN p.36 ケース、電源、CPUファンリード線（ 3ピン）
11）WOL_CON p.37 Wake-ON-LANコネクタ（ 3ピン）
12）IR p.37 赤外線モジュールコネクタ（ 5ピン）
13）SMBus p.38 SMBusコネクタ（ 3ピン）
14）JTPWR p.38 熱センサーコネクタ
15）ATXPWR p.39 ATXマザーボード電源コネクタ（ 20ピン）
16）CHASSIS p.39 ケース侵入警告リード線（ 4ピン）
17）PWR.LED p.40 システム電源LEDリード線（ 3ピン）
18）KEYLOCK（PANEL） p.40 キーボード･ロック･スイッチ･リード線（2ピン）
19）SPEAKER（PANEL） p.40 システム警告スピーカコネクタ（ 4ピン）
20）MSGLED（PANEL） p.40 システムメッセージLED（ 2ピン）
21）SMI（PANEL） p.40 SystemManagementInterruptリード線（2ピン）
22）PWR.SW（PANEL） p.40 ATX電源/Soft-Offスイッチリード線（ 2ピン）
23）RESET（PANEL） p.40 リセット･スイッチ･リード線（ 2ピン）
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3.3 3.3  3.3  3.3  3.3  ハードウェアの設定手順ハードウェアの設定手順ハードウェアの設定手順ハードウェアの設定手順ハードウェアの設定手順
コンピュータを使用する前に、以下の項目を完了させておく必要があります。

・マザーボードの設定の確認・マザーボードの設定の確認・マザーボードの設定の確認・マザーボードの設定の確認・マザーボードの設定の確認
・メモリモジュールの取り付け・メモリモジュールの取り付け・メモリモジュールの取り付け・メモリモジュールの取り付け・メモリモジュールの取り付け
・・・・・CentraCentraCentraCentraCentralllll ProcessinProcessinProcessinProcessinProcessinggggg Unit(CPU)Unit(CPU)Unit(CPU)Unit(CPU)Unit(CPU)の取り付けの取り付けの取り付けの取り付けの取り付け
・拡張カードの取り付け・拡張カードの取り付け・拡張カードの取り付け・拡張カードの取り付け・拡張カードの取り付け
・リボンケーブル、パネルケーブル、電源ユニットの接続・リボンケーブル、パネルケーブル、電源ユニットの接続・リボンケーブル、パネルケーブル、電源ユニットの接続・リボンケーブル、パネルケーブル、電源ユニットの接続・リボンケーブル、パネルケーブル、電源ユニットの接続

3 . 43 . 43 . 43 . 43 . 4 マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定
警告！コンピュータのマザーボード、拡張カードなどは非常にデリ
ケートなICチップを搭載しています。 それらを静電気破壊から守るた
めに、作業する際には以下の項目に従ってください。

1. コンピュータ内部の作業をするときは電源ケーブルを抜いてください。
2. コンピュータコンポーネントに触る前に耐静電バンドを手首に巻いてくだ
さい。ない場合は、安全にグランドされたものか電源ユニットケースな
どの金属に両手で触れてください。

3. コンポーネントは端を持つようにし、ICチップ、リード線、コネクタ、そ
の他のコンポーネントに触れないようにしてください。

4. システムに取り付ける前のコンポーネントは、グランドされた耐静電パッ
ドかコンポーネントの入っていた袋の上に置くようにしてください。

5. ATX電源コネクタをマザーボードに接続したりはずしたりするときは、
ATX電源のスイッチが切れていることを確認してください。

マザーボードの機能の設定（マザーボードの機能の設定（マザーボードの機能の設定（マザーボードの機能の設定（マザーボードの機能の設定（U12U12U12U12U12）））））
マザーボードのオンボード機能のうちいくつかはジャンパまたはDIPスイッチで調
整します。DIPスイッチを使うときは、白いブロックがスイッチの位置を示しま
す。下記の例ではすべてのスイッチがオフになっています。

9. Frequency Selection
10. Frequency Selection

P3V4X DIP Switches

OFF

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1. Frequency Multiple
2. Frequency Multiple
3. Frequency Multiple
4. Frequency Multiple
5. AGP Frequency Selection
6. AGP Frequency Selection
7. Frequency Selection
8. Frequency Selection

R

P3V4X
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1 .1 .1 .1 .1 . JumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeT MT MT MT MT M     モード（モード（モード（モード（モード（JENJENJENJENJEN）））））
以下のジャンパによりJumperFreeTMを有効/無効できます。JumperFreeTMモー
ドではBIOSでプロセッサ設定を行うことができます。（4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu
参照）参照）参照）参照）参照）

注意：JumperFreeTMモードでは、すべてのDIPスイッチ（DSW）はオフに設定
されていなければなりません。
設定設定設定設定設定 JENJENJENJENJEN
有効 (ジャンパフリー) [2-3] (デフォルト)
無効 (ジャンパ) [1-2]

P3V4X Jumper Mode Setting

Jumper JumperFree

1 2 3 1 2 3

JEN
R

P3V4X

2 .2 .2 .2 .2 . A G PA G PA G PA G PA G Pバスの周波数の設定（バスの周波数の設定（バスの周波数の設定（バスの周波数の設定（バスの周波数の設定（U12-U12-U12-U12-U12-スイッチスイッチスイッチスイッチスイッチ55555＆＆＆＆＆66666）））））
このオプションではAGPバス周波数とDRAM(CPUバス)間の周波数の比
率を設定出来ます。初期設定ではAGP周波数がDRAM周波数の2/3に設
定されています。CPU/DRAM周波数を66MHｚに設定するときは、ス
イッチ5とスイッチ6を「ON」に設定します。次のページのプロセッ
サテーブルを参照してください。

P3V4X AGP Bus Frequency Setting

AGP Bus Freq.
=DRAM Freq. x2/3

AGP Bus Freq.
=DRAM Freq. x1
AGP Bus Freq.

=DRAM Freq. x1

AGP Bus Freq.
=DRAM Freq. x1/2

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Auto
Mode

R

P3V4X
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3 .3 .3 .3 .3 .  CPU CPU CPU CPU CPUバス周波数の選択（バス周波数の選択（バス周波数の選択（バス周波数の選択（バス周波数の選択（U-12U-12U-12U-12U-12スイッチスイッチスイッチスイッチスイッチ 7,8,9,10 7,8,9,10 7,8,9,10 7,8,9,10 7,8,9,10）））））
このオプションではクロックジェネレータがCPU、DRAM、PCIバスに
供給する周波数を決定します。これによりCPU外部周波数（バスク
ロック）を選択できます。外部周波数に周波数倍率を掛けたものが
CPU内部周波数（CPUスピード）になります。

注意：JumperFreeTMモードでは、すべてのDIPスイッチはオフに設定されていな
ければなりません。

R

P3V4X

P3V4X CPU External
Frequency Selection

112MHz
37MHz

66MHz
33MHz

103MHz
34MHz

68MHz
34MHz

100MHz
33MHz

120MHz
40MHz

75MHz
37MHz

80MHz
40MHz

CPU/DRAM
PCI

83MHz
42MHz

CPU/DRAM
PCI

CPU/DRAM
PCI

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

115MHz
38MHz

110MHz
36MHz

CPU/DRAM
PCI

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

105MHz
35MHz

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

140MHz
35MHz

150MHz
37MHz

CPU/DRAM
PCI

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

124MHz
31MHz

133MHz
33MHz

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

CPU/DRAM
PCI

注意：プロセッサをオーバークロックで動作させることは推奨しておりません。
かえって速度が遅くなることがあります。PentiumIII/IIではボード上の電源レギュ
レータに直接信号を送るため Voltage Regulator Output Selection(VID)は必要ありま
せん。

警告！133MHzを超える周波数は、チップセットの仕様を超えているた
め動作保証はしていません。
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CPUCPUCPUCPUCPUの手動設定の手動設定の手動設定の手動設定の手動設定
注意：CPUの手動設定を使用する場合はジャンパ･フリー･モードを無効にしなけ
ればなりません。

4. CPU4. CPU4. CPU4. CPU4. CPUコア：バス周波数倍率（コア：バス周波数倍率（コア：バス周波数倍率（コア：バス周波数倍率（コア：バス周波数倍率（U12-U12-U12-U12-U12-スイッチスイッチスイッチスイッチスイッチ1,2,3,41,2,3,41,2,3,41,2,3,41,2,3,4）））））
このオプションではCPU内部周波数とCPU外部周波数との倍率を設定し
ます。この設定はCPUバス周波数と一緒に設定しなければなりません。

注意：JumperFreeTMモードでは、すべてのDIPスイッチはオフに設定されていなけ
ればなりません

P3V4X CPU : BUS
Frequency Multiple

3.5x(7/2)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

3.0x(3/1)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2.5x(5/2)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2.0x(2/1)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

4.0x(4/1)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

4.5x(9/2)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

5.0x(5/1)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

5.5x(11/2)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

6.0x(6/1)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

6.5x(13/2)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

7.0x(7/1)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

7.5x(15/2)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

8.0x(8/1)

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

TEST

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

R
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アップデートされた プロセッサの設定については、ウェブサイトをご覧くださ
い。（ASUSASUSASUSASUSASUSへの連絡への連絡への連絡への連絡への連絡     を参照）

以下のように プロセッサの内部スピードに応じてジャンパを設定してください。

(CPU(CPU(CPU(CPU(CPUバス周波数バス周波数バス周波数バス周波数バス周波数))))) 　　　　　 (((((周波数倍率周波数倍率周波数倍率周波数倍率周波数倍率))))) A G PA G PA G PA G PA G P
Intel CPU ModelIntel CPU ModelIntel CPU ModelIntel CPU ModelIntel CPU Model Freq.Freq.Freq.Freq.Freq. Mul t .Mul t .Mul t .Mul t .Mul t . BUS F.BUS F.BUS F.BUS F.BUS F. 77777 88888 99999 1 01 01 01 01 0 11111 22222 33333 44444 55555 66666
Pentium III 733MHz 5.5x 133MHz [OFF] [OFF] [OFF] [OFF] [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium III 667MHz 5.0x 133MHz [OFF] [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium III 700MHz 7.0x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF]
Pentium III 650MHz 6.5x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF]
Pentium III 600MHz 6.0x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF]
Pentium III 550MHz 5.5x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium III 500MHz 5.0x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium II/III 450MHz 4.5x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium II 400MHz 4.0x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium II 350MHz 3.5x 100MHz [OFF] [OFF] [OFF] [ON ] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON ] [OFF]

Celeron 466MHz 7.0x 66MHz [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF]
Celeron 433MHz 6.5x 66MHz [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF]
Celeron 400MHz 6.0x 66MHz [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON ] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF]
Pentium II/Celeron 333MHz 5.0x 66MHz [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON ] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium II/Celeron 300MHz 4.5x 66MHz [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF] [ON ] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium II/Celeron 266MHz 4.0x 66MHz [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON] [ON ] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF]
Pentium II 233MHz 3.5x 66MHz [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [OFF] [OFF] [ON ] [ON ] [ON ] [OFF]
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3 . 53 . 53 . 53 . 53 . 5 システムメモリ（システムメモリ（システムメモリ（システムメモリ（システムメモリ（DIMMDIMMDIMMDIMMDIMM）））））
このマザーボードはDual Inline Memory Modules(DIMM)のみが使用できます。4つ
のソケットには3 . 3 V3 . 3 V3 . 3 V3 . 3 V3 . 3 V、、、、、アンバッファの8、16、32、64、128、256、512MBの
Synchronous Dynamic Random Access Memory(SDRAM)を取り付けられ、8MBか
ら最大2GBまでのメモリ構成が行えます。DIMMのメモリチップを搭載した1つの
面が、マザーボード上のROWを1つ占有します。また、このマザーボードはNEC
の Virtual Channel(VC) SDRAMと拡張メモリシステムのHigh-speed DRAM
（HSDRAM）もサポートしています。

メモリスピードの設定は4.4.1 Chipset Configurationで行うことを推奨します。

重要：（後述のDIMMDIMMDIMMDIMMDIMMに関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項を参照）
・・・・・SDRAMSDRAMSDRAMSDRAMSDRAMは最新のは最新のは最新のは最新のは最新のIn teIn teIn teIn teIn telllll PC13PC13PC13PC13PC1333333 SDRAMSDRAMSDRAMSDRAMSDRAM仕様に準拠したものを使用してくだ仕様に準拠したものを使用してくだ仕様に準拠したものを使用してくだ仕様に準拠したものを使用してくだ仕様に準拠したものを使用してくだ
さい。さい。さい。さい。さい。

・・・・・SDRAMSDRAMSDRAMSDRAMSDRAM仕様のものと仕様のものと仕様のものと仕様のものと仕様のものとV CV CV CV CV CMMMMM SDRAMSDRAMSDRAMSDRAMSDRAM仕様のものを同時に使用しないでくだ仕様のものを同時に使用しないでくだ仕様のものを同時に使用しないでくだ仕様のものを同時に使用しないでくだ仕様のものを同時に使用しないでくだ
さい。さい。さい。さい。さい。

DIMMDIMMDIMMDIMMDIMMに関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項
・・・・・　1 81 81 81 81 8チップを超える構成のチップを超える構成のチップを超える構成のチップを超える構成のチップを超える構成のDIMMDIMMDIMMDIMMDIMMは、このマザーボードではサポートされは、このマザーボードではサポートされは、このマザーボードではサポートされは、このマザーボードではサポートされは、このマザーボードではサポートされ
ません。ません。ません。ません。ません。

・・・・・ システムのシステムのシステムのシステムのシステムのC P UC P UC P UC P UC P Uバスをバスをバスをバスをバスを100MHz100MHz100MHz100MHz100MHzで動作させる時は、で動作させる時は、で動作させる時は、で動作させる時は、で動作させる時は、PC100PC100PC100PC100PC100とととととPC133PC133PC133PC133PC133に準に準に準に準に準
拠した拠した拠した拠した拠したDIMMDIMMDIMMDIMMDIMMしか使用できません。システムバスをしか使用できません。システムバスをしか使用できません。システムバスをしか使用できません。システムバスをしか使用できません。システムバスを133MHz133MHz133MHz133MHz133MHzで動作させで動作させで動作させで動作させで動作させ
る時は、る時は、る時は、る時は、る時は、PC133PC133PC133PC133PC133準拠の準拠の準拠の準拠の準拠のDIMMDIMMDIMMDIMMDIMMをお使いください。をお使いください。をお使いください。をお使いください。をお使いください。

・・・・・ このマザーボードは、SPD(Serial Presence Detect)DIMMをサポートしていま
す。これは最適なパフォーマンスと安定性のために選ばれました。

・・・・・ SDRAMチップは一般的にEDO(Extended Data Output)チップより薄く、ピン
密度は高くなっています。

・・・・・ BIOSは起動画面においてSDRAMメモリの容量を表示します。

・・・・・ 片面実装 DIMMには 16,32,64,128,256MBがあり、両面実装 DIMMには
32,64,128,256,512MBがあります。

以下のように組み合わせてメモリを取り付けてください。

ロケーションロケーションロケーションロケーションロケーション 168168168168168ピンピンピンピンピンDIMMDIMMDIMMDIMMDIMM 合計メモリ合計メモリ合計メモリ合計メモリ合計メモリ

ソケット 1 (Rows 0&1) SDRAM 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512MB x1

ソケット 2 (Rows 2&3) SDRAM 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512MB x1

ソケット 3 (Rows 4&5) SDRAM 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512MB x1

ソケット 4 (Rows 6&7) SDRAM 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512MB x1

合計システムメモリ（最大合計システムメモリ（最大合計システムメモリ（最大合計システムメモリ（最大合計システムメモリ（最大2GB2GB2GB2GB2GB））））） =====
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DIMMの取り付け手順

図のようにモジュールを取り付けます。両側の溝のピン数はそれぞれ異なるの
で、モジュールは図のような方向にしか取り付けられません。DRAM SIMMモ
ジュールの場合は両側のピンの接点は同じです。SDRAM DIMMの両側は異なるピ
ンの接点になっており、ピン密度は高くなります。
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Lock

P3V4X 168-Pin DIMM Memory Sockets

20 Pins

60 Pins

88 Pins

DIMMは3.3V、アンバッファSDRAMを使用してください。DIMMの種類を確認する
には、DIMMの切り欠きを確認してください。(下図参照)

168-Pin DIMM Notch Key Definitions (3.3V)

DRAM Key Position Voltage Key Position

UnbufferedRFU
Buffered

Reserved
3.3V

5.0V

DIMMの切り欠きは左、真中、右にあり、種類の判別と異なる種類をDIMMスロッ
トに挿さらないようになっています。メモリを購入する時は、その種類を販売店
で確認してください。このマザーボードは4クロック信号をサポートします。
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3. ハードウェアの設定
（このページは意図的に白く残されています。）
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3 . 63 . 63 . 63 . 63 . 6 Central Processing Unit (CPU)Central Processing Unit (CPU)Central Processing Unit (CPU)Central Processing Unit (CPU)Central Processing Unit (CPU)
注意：注意：注意：注意：注意：以下で使用している図は参考用です。実際のリテンションモ
ジュールやファンの形状とは異なる場合があります。

マ ザ ー ボ ー ド に は Slot1コ ネ ク タ が 搭 載 さ れ て お り 、
Single Edge Contact Cartridge 2(SECC2)のPentium R○IIIプロセッサ、SECC
のPentium R○ IIプロセッサ、Single Edge Processor Package(SEPP)の
CeleronTMプロセッサを取り付けることができます。ソケット370CPUカー
ドを使うとソケット370用プロセッサをSlot1コネクタ搭載のマザーボード
に使用する事ができます。

3.6.1 CPUのインストール手順
1. プロセッサにヒートシンクを取り付けます。PentiumIII/IIプロセッ
サとCeleronプロセッサに同梱された推奨ヒートシンク (詳細は
PentiumIII/IIプロセッサ用推奨ヒートシンクの項を参照)には3ピン
のファンが付いていてマザーボードのファンコネクタに接続するこ
とができます。

警告！常にCPUファンが動作しているかチェックして、プロセッサ
のヒートシンク内で十分な空気循環が行われているかを確認してく
ださい。十分な空気の循環が行われないと、プロセッサがオーバー
ヒートしてプロセッサとマザーボードを損傷する恐れがあります。
必要なら、補助ファンを取り付けてください。

2. マザーボードにユニバーサル･リテンション･モジュールを取り付けます。

3. プロセッサを挿入します。

ヒートシンクとファンの付いた
SECC PentiumIIプロセッサ（真上）

ヒートシンクとファンの付いた
PentiumIII(SECC2)
注意：SEPPファン(Celeronプロセッサ
用)は、デザインの違いを除いて、
SECC２ファンと似ています。
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注意：SEPPのヒートシンクとファン（Intel CeleronTMプロセッサ用）は、デザイ
ンの違いを除いて、SECC2用のヒートシンクやファンとよく似ています。

警告！SECC2,SECC,SEPPに対してヒートシンクがしっかり取り付け
られているか確認してください。しっかり固定されていないと、CPU
はオーバーヒートしてしまいます。プロセッサのパッシブヒートシン
クに十分な空気を供給するため、補助ファンを取りつけることもでき
ます。

SECC2ファン付きPentium R○ IIIを使用を使用を使用を使用を使用
ヒートシンクの4つのピンをSECC2の穴を通して挿入します。ピンの端の留め
金具がしっかり固定されるまで押し込みます。

4つのピンと留め金具

3.6.2 ヒートシンクの取り付け
注意：ヒートシンクの取り付け説明書がヒートシンクやプロセッサなどに添付さ
れている場合はそれを参照ください。以下で行う説明は一般的なガイドであり、
ご使用のヒートシンクとは合致しない場合もあります。

1. ヒートシンクをプロセッサコアに当てます。
2. プロセッサカートリッジにヒートシンクを据え付けます。

SECCファン付きPentium R○ IIを使用を使用を使用を使用を使用
2箇所のロックアームを一方に押すと、ヒートシンクがプロセッサに固定さ
れ、反対方向に押すとヒートシンクが外れます。

ロックアーム ロックアーム
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1. マザーボードが梱包されていた耐静電用の梱包材の上にマザーボードを置いて
ください。URMを取りつけている時、黒いファスナースリーブをマザーボー
ドの裏に突き出さなければならないので、マザーボードを固いところの上には
置かないでください。

2. マザーボードのSlot１コネクタの場所を確認してください。
3. Slot1コネクタの両側でリテンションメカニズムの位置を合わせてください。
4. リテーナーピンの頭が邪魔にならないことを確認して、黒いファスナースリー
ブがボードに対してぴったり嵌まるまで、支持具を押し込みます。

5. 4本のリテーナーピンをそれぞれピンの頭が完全に差し込まれるまで、黒い
ファスナースリープにしっかりと押し込みます。

3.6.3 ユニバーサル･リテンション･モジュールの取り付け
このマザーボードには、あらかじめPentium R○ III/II/CeleronTMプロセッサ対応のユニ
バーサル･リテンション･モジュール(URM)が取り付けられています。URMは以下
の 2種 類 が あ り ま す 。 　 　 (A)Integrated Retainer Pinタ イ プ と 、 (B)
Separate Retainer Pinタイプです。

URM (A) URM (B)

Separate Retainer Pins

警告！URMを取り付ける時リテーナーピンが邪魔していると、URMが正しく取
り付けられないばかりでなく、URMを傷つけてしまいます。

Integrated Retainer Pins
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3.6.4 プロセッサの取り付け
注意：以下の手順は、既にヒートシンクが据え付けられ、マザーボードにはURM
が取り付けられていることを前提としています。

1. プロセッサのサブストレートキーをSlot1コネクタキーに合わせてください。

位置を固定する
（上方に押す）

SECC SECC2/SEPP

CPUファンケー
ブルをファンコ
ネクタへ

CPUファン
ケーブルを
ファンコネ
クタへ

ロック穴

ロック穴

サブストレートキー

コネクタキー

3. AタイプのURMの場合は、ロックが図のように固定されていることを確認して
ください。

2. SECC2/SECC/SEPPをカチッと音がするまでしっかりと丁寧にURMに押し込
みます。

注意：プロセッサはコネクタに対して平行にしなければなりません。そうしない
と位置合わせが狂うことがあります。

SECC PentiumIIのみ：SECCの2つのロックがリテンションメカニズムのロック
穴からのぞくまできちんと押してください。
SECC2/SEPP：TバーがSECC2/SEPPヒートシンクの両端をスロットに固定し
ます。
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3.6.5 プロセッサの取り外し
SECC：SECCの2つのロックを内側に押して留め金を外し、URMからSECCをしっ
かりと持ち上げます。

SECC2/SEPP：

URM(A)：2つのロックを押して外しSECC2/SEPPを引き抜いてください。

URM(B)：片手をヒートシンクに添えて、もう片方の手の親指をURMの片方の先端
に置きます。スロット1のコネクタからプロセッサを引きながら、親指でURMを押
して外します。

警告！SECC2/SEPPプロセッサを取り外すときは、手を保護するために手袋を
使用することをお勧めします。

SECC2/SEPP

内側に押し込む

CPUファンケーブルを
ファンコネクタへ

CPUファンケーブルを
ファンコネクタへ

3.6.6 Slot１用の推奨ヒートシンク
Slot１プロセッサ用推奨ヒートシンクは、マザーボードのCPUファンコネクタに接
続することが出来る3ピンタイプのものです。これらのヒートシンクは効率よく熱
を分散し、またオプションのハードウェアモニタによって、ファンの回転数を監
視したり、Intel社のLANDesk Client Manager(LDCM)やPC Probeというソフトウェ
アを使用して、警告機能を使用することもできます。

SECCSECCSECCSECCSECC　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン SECC2SECC2SECC2SECC2SECC2　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン　ヒートシンクとファン

注意：SEPPヒートシンクとファン（Intel CeleronTMプロセッサ用）は、デザイン
の違いを除いて、SECC２ヒートシンクやファンとよく似ています。
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リテンションクリップの不適切な取り付け例

サーマル・インター
フェース・マテリアルは
隙間のないようにしてく
ださい。

リテンションクリップの適切な取り付け例
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3.6.7 注意事項
仕様の最大制限温度を超えてCPUを動作させることは、プロセッサの寿命を縮め
たり、不安定な操作状況を作る原因ともなります。システムをオーバーヒートと
破損から守るために、システムの熱管理において正確な（エネルギー消費のメイ
ンソースである）プロセッサコア温度を把握することが重要です。Pentium○R III、
Pentium○RII（Deschutes）、FC-PGA370 CeleronTM、PPGA370 CeleronTMプロセッ
サはサーマルダイオードに接続された熱センサーを内蔵しています。

他のマザーボードと違って、このマザーボードはプロセッサ･サーマル･ダイオー
ドからデータを直接に取得するように設計されています。そのため報告された
CPU温度が、マザーボードがプロセッサ外部の熱センサーより取得したCPU温度
よりも高いことがあります。これは警戒すべきことではありません。ですが、
BIOSまたはハードウェア監視プログラムが制限以上のCPU温度を報告したとき
は、次の事項をチェックしてください。

1. Intel推奨のファンヒートシンクが使用されているか
2. 高品質のサーマル･インターフェース･マテリアルが使用されているか
3. ヒートシンクはプロセッサにリテンションクリップで正確にしっかりと組み込
まれているか

4. プロセッサとヒートシンクの間に隙間がないか
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3 . 73 . 73 . 73 . 73 . 7 拡張カード拡張カード拡張カード拡張カード拡張カード

マザーボードの割り込み要求表
INT-AINT-AINT-AINT-AINT-A INT-BINT-BINT-BINT-BINT-B INT-CINT-CINT-CINT-CINT-C INT-DINT-DINT-DINT-DINT-D

PCI スロット1 共 有   - -      -
PCI スロット2   - 共 有 -      -
PCI スロット3   -   -       共有      -
PCI スロット4   -   - -    共有
PCI スロット5   -   - -    共有
PCI スロット6   -   -       共有      -
AGP スロット 共有 共有 -      -
オンボードUSBコントローラ   -   - -    共有

3.7.1 拡張カードの取り付け手順
1.拡張カードのマニュアルを読んで、ジャンパなど拡張カードに必要なハード
ウェア,ソフトウェアの設定を行ってください。

2.コンピュータのケースカバーと、カードを取りつける部分のブラケットを外し
ます。このブラケットは、後に使用することもあるので捨てずに保存しておき
ましょう。

3.カードをコネクタ部分に合わせながら、慎重にしっかりと差し込みます。
4.先ほど金具を取り外したネジを使用して、カードをスロットに固定します。
5.コンピュータのケースカバーを元に戻します。
6.必要ならばBIOSの設定を行ってください。（4.4.3　PCI Configurationで IRQxx

Used By ISA：Yesなど ）
7.拡張カードに必要なドライバソフトウェアをインストールします。

3.7.2 拡張カードにIRQを割り当てる
 いくつかの拡張カードには、使用するためにIRQを必要とするものがあります。
一般的に、1つのIRQには1つの機器のみを割り当てなければなりません。 標準規
格では、16個のIRQが利用可能となっています。しかし、それらの多くは既にシ
ステムが利用しているため、拡張カード用に残されているのは６個のIRQのみで
す。マザーボードにPCIオーディオがオンボードされている場合は、さらにもう
1つの IRQが使われていることになります。またMIDIも有効になっている場合
は、さらにもう1つのIRQが使用され、4つのIRQのみが利用可能な状態として残
ります。

重要：共有スロットでPCIカードを使用する場合は、ドライバが“IRQ
の共有“をサポートしているか、もしくはそのカードが、IRQを必要と
しないものかを確認してください。2つのP C Iグループ同士で衝突があ
ると、システムが不安定になりカードが利用できなくなります。

警告！拡張カードやシステムコンポーネントを取りつけたり取り外し
たりするときは、電源ケーブルを抜いてください。電源ケーブルをつ
けたまま作業すると、マザーボードや拡張カードを損傷する原因とも
なります。
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ISA、PCI、どちらの拡張カードもIRQを必要とします。システムIRQは、最初に
ISA拡張バスに取り付けられたカードに利用され、残りのIRQがPCIカードに使用さ
れます。現在、2種類のISAカードがあります。オリジナルのISA拡張カードで、レ
ガシーISAカードと呼ばれているものは、手動でカードジャンパを設定してから、
利用可能なISAバススロットにカードを取りつけます。使用中もしくは使用可能な
IRQを知るためには、Windows9xの場合、マイコンピュータのコントロールパネル
の中にあるシステムアイコンを開き、その中のデバイスマネージャタブをクリッ
クすると、コンピュータシステムのハードウェアデバイスの割り込みやアドレス
などすべての仕様に関する情報を知ることができます。 1つのIRQを2つのデバイ
スが使用しないようしてください。そうしないと、コンピュータが同時に2つのデ
バイスを使用したときに問題が起こります。

この手順を簡単にするために、このマザーボードはプラグ･アンド･プレイ
（PnP）仕様になっています。PnP対応カードがシステムに追加されると、自動的
にシステム構成を設定します。  PnPカードが利用できるIRQは自動的に割り当てら
れるようになっています。

以下の表が標準PCデバイス用のIRQ割り当て初期値になっています。システムの
構成とIRQ衝突の回避にこの表を使用してください。

標準割り込み割り当て

I R QI R QI R QI R QI R Q 優先度優先度優先度優先度優先度 標準機能標準機能標準機能標準機能標準機能

0  1 システムタイマー
1  2 キーボードコントローラ
2 N/A プログラマブル割り込み
3* 11 通信ポート（COM2）
4* 12 通信ポート（COM1）
5* 13

6 14 フロッピー･ディスク･コントローラ
7* 15 プリンタポート（LPT1）
8  3 システムCMOS/リアル・タイム・クロック
9*  4 ACPIモード
10*  5 PCIステアリング用IRQホルダー
11*  6 PCIステアリング用IRQホルダー
12*  7 PS/2互換マウスポート
13  8 数値データプロセッサ
14*  9 PrimaryIDEチャンネル
15* 10 SecondaryIDEチャンネル

*これらのIRQは、ISAとPCIデバイス用に通常割り当てられます。
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レガシーカードとPnP ISAカードの両方がシステムに取りつけられている場合、
PnPカードにはレガシーカードで使用されていないIRQが割り当てられます。BIOS
セットアップユーティリティの PCI and PnP Configurationでは、レガシーカードで
使用されているIRQを指定できます。BIOSで設定のできない古いレガシーカード
を使用する場合や、ISA Configuration Utilityについては販売店、メーカーにご相談
下さい。

IRQ番号は、レガシーカード、PnP ISAカードによって使用された後に、PCI拡張
カードに自動的に割り当てられます。PCIバスの規格では、BIOSはIRQを必要とす
るPCIカードに自動的にIRQを割り当てるようになっています。PCIカードを取り
付けるには、INT（割り込み）の設定する必要があります。このマザーボードの全
てのPCIスロットはINTA♯を使用するので、PCIカードのジャンパをINT Aに設定し
てください。

3.7.3　Accelerated Graphics Port (AGP)
AGPグラフィックカードをサポートするAGPスロットを搭載しています。

P3V4X Accelerated Graphics Port (AGP)

R

P3V4X
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3 . 83 . 83 . 83 . 83 . 8　外部コネクタ　外部コネクタ　外部コネクタ　外部コネクタ　外部コネクタ

重要：リボンケーブルは常に赤い線とコネクタ側の1番ピンを接続しま
す。IDEリボンケーブルの長さは46cm（18インチ）以下で、2番目のド
ライブのコネクタは1番目のコネクタから15cm以下（6インチ）でなけ
ればなりません。

1 .1 .1 .1 .1 . PS/2PS/2PS/2PS/2PS/2マウスコネクタ（マウスコネクタ（マウスコネクタ（マウスコネクタ（マウスコネクタ（66666ピンメス）ピンメス）ピンメス）ピンメス）ピンメス）
システムはPS/2マウスを検出すると、IRQ12をそれに割り当てます。検出され
ない場合は、拡張カードがIRQ12を使用できます。 4 .44 .44 .44 .44 .4　　　　　  Advanced Menu Advanced Menu Advanced Menu Advanced Menu Advanced Menu　
の PS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function Control を参照してください。
PS/2 Mouse (6-pin Female)

2 .2 .2 .2 .2 . PS/2PS/2PS/2PS/2PS/2キーボードコネクタ（キーボードコネクタ（キーボードコネクタ（キーボードコネクタ（キーボードコネクタ（66666ピンメス）ピンメス）ピンメス）ピンメス）ピンメス）
このコネクタにはPS/2プラグ（mini DIN）使用の標準キーボードを接続できま
す。このコネクタにはこのコネクタにはこのコネクタにはこのコネクタにはこのコネクタにはA TA TA TA TA Tサイズ（サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（large DINlarge DINlarge DINlarge DINlarge DIN）のキーボードプラグを接続）のキーボードプラグを接続）のキーボードプラグを接続）のキーボードプラグを接続）のキーボードプラグを接続
することはできません。標準することはできません。標準することはできません。標準することはできません。標準することはできません。標準A TA TA TA TA Tキーボードを接続したい場合は、キーボードを接続したい場合は、キーボードを接続したい場合は、キーボードを接続したい場合は、キーボードを接続したい場合は、min imin imin imin imin i
D INDINDINDINDINへの変換アダプタを使用してください。への変換アダプタを使用してください。への変換アダプタを使用してください。への変換アダプタを使用してください。への変換アダプタを使用してください。

PS/2 Keyboard (6-pin Female)

警告！ピンのうちの幾つかはコネクタや電源に使用されています。外
部コネクタはマザーボードのレイアウトにおけるジャンパとは明らか
に異なります。これらのコネクタにジャンパキャップを被せるとマ
ザーボードを傷つける原因となります。
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3. ハードウェアの設定
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3 .3 .3 .3 .3 . パラレルポートコネクタ（パラレルポートコネクタ（パラレルポートコネクタ（パラレルポートコネクタ（パラレルポートコネクタ（2 52 52 52 52 5ピンメス）ピンメス）ピンメス）ピンメス）ピンメス）
4.4.2 I/O Device Configuration 4.4.2 I/O Device Configuration 4.4.2 I/O Device Configuration 4.4.2 I/O Device Configuration 4.4.2 I/O Device Configuration の  Onboard  Parallel  Port Onboard  Parallel  Port Onboard  Parallel  Port Onboard  Parallel  Port Onboard  Parallel  Portで、パラレルポー
トを有効にする事で、IRQを選択できます。
注意：注意：注意：注意：注意：シリアルプリンタはシリアルポートに接続してください。

Parallel (Printer) Port (25-pin Female)

4 .4 .4 .4 .4 . シリアルポートシリアルポートシリアルポートシリアルポートシリアルポートCOM1/COM2COM1/COM2COM1/COM2COM1/COM2COM1/COM2コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（99999ピンオス×ピンオス×ピンオス×ピンオス×ピンオス×22222）））））
2つのシリアルポートには、ポインティングデバイスやその他のシリアル機器
を接続することができます。設定方法は 4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configurationの
OnboardSerialPortOnboardSerialPortOnboardSerialPortOnboardSerialPortOnboardSerialPortを参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。

 
COM 1 COM 2

Serial Ports (9-pin Male)

5 .5 .5 .5 .5 . Universal Serial BUS Universal Serial BUS Universal Serial BUS Universal Serial BUS Universal Serial BUS ポートコネクタポートコネクタポートコネクタポートコネクタポートコネクタ1,21,21,21,21,2（（（（（44444ピンメス×ピンメス×ピンメス×ピンメス×ピンメス×22222）））））
USBポートが2つあり、USB機器を接続することができます。

Universal Serial Bus (USB) 2

USB 1
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3. ハードウェアの設定
6 .6 .6 .6 .6 . Primary/SecondarPrimary/SecondarPrimary/SecondarPrimary/SecondarPrimary/Secondaryyyyy I D EI D EI D EI D EI D Eコネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（40-140-140-140-140-1ピンピンピンピンピンI D EI D EI D EI D EI D E×××××22222）））））
これらのコネクタには、付属のUltraDMA/66用IDEハードディスク･リボン･
ケーブルを接続できます。ケーブルの青いコネクタはマザーボードのPrimary
(推奨)またはSecondary IDEコネクタに、灰色のコネクタはUltraDMA/66 Slave
デバイス(ハード・ディスク･ドライブ)に、黒いコネクタはUltraDMA/66 Mas-
terデバイスに接続します。UltraDMA/66でないデバイスはセカンダリIDEコネ
クタへの接続が推奨されます。2台のハードディスクを接続する場合は、2台
目のハードディスクはSlaveモードになるように、ジャンパを設定してくださ
い。ジャンパの設定については、ハードディスクのマニュアルなどを参考にし
てください。（（（（（ 2 02 02 02 02 0番ピンは、逆ざし防止のため、取り外されていま番ピンは、逆ざし防止のため、取り外されていま番ピンは、逆ざし防止のため、取り外されていま番ピンは、逆ざし防止のため、取り外されていま番ピンは、逆ざし防止のため、取り外されていま
す。）す。）す。）す。）す。）2台以上のUltraDMA/66デバイスを使用するときは、別途UltraDMA66用
のケーブルのご購入が必要となります。

注意：注意：注意：注意：注意：UltraDMA/66ケーブルにおいて青いコネクタ部の切り欠きは世界共通です。
ヒント：ヒント：ヒント：ヒント：ヒント：2本のリボンケーブルを使って2台のハードディスクを両方ともMas-
terとして接続することができます。1本はPrimary IDEコネクタに、もう1本は
Secondary IDEコネクタに接続します。また、IDEドライブとSCSIドライブに
異なるOSをインストールし、4.6 Boot Menu の設定により、起動ディスクを切
り替えて使用することもできます。
重要：UltraDMA/66デバイス には40ピン、80芯のIDEケーブルを使用し
てください。

P3V4X IDE Connectors
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NOTE: Orient the red stripe to PIN 1

R

P3V4X

7 .7 .7 .7 .7 . フロッピーフロッピーフロッピーフロッピーフロッピー･････ディスクディスクディスクディスクディスク･････ドライブドライブドライブドライブドライブ･････コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（3 43 43 43 43 4ピンピンピンピンピン FLOPPY FLOPPY FLOPPY FLOPPY FLOPPY）））））
このコネクタには付属のフロッピー･ディスク･ドライブのリボンケーブルを接
続します。ケーブルの片方の端をマザーボードに接続したら、残りの２つのプ
ラグをフロッピードライブに接続します。（（（（（55555番ピンは、逆ざし防止のため番ピンは、逆ざし防止のため番ピンは、逆ざし防止のため番ピンは、逆ざし防止のため番ピンは、逆ざし防止のため
に取り外されています。）に取り外されています。）に取り外されています。）に取り外されています。）に取り外されています。）

P3V4X Floppy Disk Drive Connector

NOTE: Orient the red stripe of the floppy
disk drive cable to Pin 1.

Floppy Drive Connector

Pin 1

R

P3V4X
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8 .8 .8 .8 .8 . IDE IDE IDE IDE IDE デバイス動作デバイス動作デバイス動作デバイス動作デバイス動作LEDLEDLEDLEDLED（（（（（22222ピンピンピンピンピン IDELED IDELED IDELED IDELED IDELED）））））
このコネクタは、ケースのIDE LEDに電源を供給します。Primary および
Secondary IDEコネクタに接続されたデバイスが読み取りや書き込みを行うと
LEDが点灯します。

R

P3V4X

P3V4X IDE Activity LED

TIP: If the case-mounted LED does not light,
        try reversing the 2-pin plug.

IDELED

9 .9 .9 .9 .9 . Wake-On-RingWake-On-RingWake-On-RingWake-On-RingWake-On-Ringコネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（22222ピンピンピンピンピンW O RW O RW O RW O RW O R）））））
このコネクタには、Wake-On-Ring出力の付いた内蔵用モデムカードを接続し
ます。内蔵モデムカードからRingupパケットや信号を受け取ると、システム
の電源を入れて立ち上げます。
注意：注意：注意：注意：注意：外付けモデムの場合は、Wake-On-RingはCOMポートを通して検出され
ます。

重要：この機能を使用する場合は、PWR Up On External modem Actの
設定が有効になっていなければなりません。（4.5.1 Power Up Control
参照）

R

P3V4X

P3V4X Wake-On-Ring Connector

WOR

PIXRI# Ground

2 1
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10.  10.  10.  10.  10.  ケースケースケースケースケース/CPU//CPU//CPU//CPU//CPU/電源ファンコネクタ（電源ファンコネクタ（電源ファンコネクタ（電源ファンコネクタ（電源ファンコネクタ（33333ピンピンピンピンピン CHA_,CPU_,PWR_FAN CHA_,CPU_,PWR_FAN CHA_,CPU_,PWR_FAN CHA_,CPU_,PWR_FAN CHA_,CPU_,PWR_FAN）））））
これらのコネクタには、500mA（6ワット）以下の冷却ファンを接続できま
す。風の流れが、ヒートシンクのフィンから拡張スロットの方向ではなく、
ボード上のヒートシンクを通り抜けるようにファンの向きを調整してくださ
い。ファンによって、配線やプラグの形状が異なる場合があります。通常、赤
い線はプラスで、対して黒い線がグラウンド（接地線）です。コネクタの極性
に注意して、ファンのプラグをマザーボードに接続してください。
注意：注意：注意：注意：注意：回転信号は、回転信号対応の特別なファンのみがサポートしていま
す。このファンは、スリープ/soft-offモードに入ったとき、電源を切るように
設計されています。これは、エネルギー消費とシステムノイズを低減するため
の機能です。

警告！CPUやボード上のヒートシンクに十分な風があたらないと、
CPUやマザーボードはオーバーヒートしてしまいます。これらのピン
を間違って使用すると、マザーボードやCPUファンを傷める原因にも
なります。これらはジャンパではないので、決してジャンパこれらはジャンパではないので、決してジャンパこれらはジャンパではないので、決してジャンパこれらはジャンパではないので、決してジャンパこれらはジャンパではないので、決してジャンパ
キャップは被せないで下さい。キャップは被せないで下さい。キャップは被せないで下さい。キャップは被せないで下さい。キャップは被せないで下さい。

R

P3V4X

P3V4X 12Volt Cooling Fan Power

Power Supply Fan

Chassis Fan Power

CPU Fan Power
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11. WAKE-ON-LAN11. WAKE-ON-LAN11. WAKE-ON-LAN11. WAKE-ON-LAN11. WAKE-ON-LANコネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（33333ピンピンピンピンピン WOL_CON WOL_CON WOL_CON WOL_CON WOL_CON）））））
このコネクタはオプションの LANカードを通して、ネットワークからWakeup
パケットか信号を受け取るとシステムの電源を入れます。

重要：この機能を利用するには、Wake-On-Lan Power Up ControlWake-On-Lan Power Up ControlWake-On-Lan Power Up ControlWake-On-Lan Power Up ControlWake-On-Lan Power Up Controlの
設定が有効になっていなければなりません。（4.5.1 Power Up Control参
照）そして最低720mA +5Vのスタンバイ電源をサポートするATX電源
が必要です。

R

P3V4X

P3V4X Wake-On-LAN Connector

+5VSB

PME
Ground

WOL_CON

12. IrDA12. IrDA12. IrDA12. IrDA12. IrDA準拠赤外線モジュールコネクタ（準拠赤外線モジュールコネクタ（準拠赤外線モジュールコネクタ（準拠赤外線モジュールコネクタ（準拠赤外線モジュールコネクタ（55555ピンピンピンピンピン IR IR IR IR IR）））））
このコネクタはオプションの赤外線通信モジュールをサポートします。このモ
ジュールは、この機能をサポートしているケースの空いているところに取り付
けます。そして、4.4.2  4 .4 .2  4 .4 .2  4 .4 .2  4 .4 .2  ののののの  I /O device Conf igurat ion I /O device Conf igurat ion I /O device Conf igurat ion I /O device Conf igurat ion I /O device Conf igurat ion　の“UART2 Use
Infrared”でUART2をCOM2で使用するか、IrDAで使用するかを設定しなけれ
ばなりません。下の背面図にあるように、5つのピンを使って、モジュールの
リボンケーブルとマザーボードを接続してください。

Front View

+5VIRTX

IRRX
(NC)GND

Back View

P3V4X Infrared Module Connector

For the infrared feature to be available,
you must connect the optional Infrared
(IrDA) module to the motherboard.
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3. ハードウェアの設定
13.SMBus13.SMBus13.SMBus13.SMBus13.SMBusコネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（コネクタ（55555ピンピンピンピンピン SMB SMB SMB SMB SMB）））））
このコネクタにはSMBusデバイスを接続できます。SMBusデバイスは、
SMBusを使ってSMBusホストやほかのSMBusデバイスと通信を行います。
SMBus（System Management Bus）は、I2Cバス特有の機能です。複数のチッ
プが同じバスに接続して、それぞれがデータを送り合うことでマスタとして動
作することができるのです。

R

P3V4X

P3V4X SMBus Connector
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14.14 .14 .14 .14 .電源温度センサーコネクタ（電源温度センサーコネクタ（電源温度センサーコネクタ（電源温度センサーコネクタ（電源温度センサーコネクタ（22222ピンピンピンピンピン block JTPWR block JTPWR block JTPWR block JTPWR block JTPWR）））））
温度監視機能付き電源であれば、温度センサーをこのコネクタに接続してくだ
さい。

R

P3V4X

P3V4X Thermal Sensor Connector

JTPWR

Power Supply Thermal Sensor Connector
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15. ATX15. ATX15. ATX15. ATX15. ATX電源コネクタ（電源コネクタ（電源コネクタ（電源コネクタ（電源コネクタ（2 02 02 02 02 0ピンピンピンピンピン ATXPWR ATXPWR ATXPWR ATXPWR ATXPWR）））））
このコネクタにはATX電源を接続します。穴のサイズが違うので、電源ユニッ
トから出ているプラグは一方向しか入らないようになっています。ピンの向き
を確認して、正しい方向にしっかりと丁寧に差し込んでください。
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P3V4X ATX Power Connector

+3.3 Volts
-12.0 Volts

Ground
Power Supply On

Ground
Ground

Ground
-5.0 Volts
+5.0 Volts
+5.0 Volts

Power Goo

+12.0 Volts

+3.3 Volts
+3.3 Volts
Ground

+5.0 Volts
Ground
+5.0 Volts

Ground

+5V Standb

重要：お使いになるATX電源は最低でも5Vスタンバイで10mA供給でき
るか確認してください。電源供給が十分でないと、システムが正常に
起動できなくなったりします。Wake-On-Lan機能を利用するには、少
なくとも720mA +5VSBのATX電源が必要です。

16.  16.  16.  16.  16.  ケース進入警告リード線（ケース進入警告リード線（ケース進入警告リード線（ケース進入警告リード線（ケース進入警告リード線（44444ピンピンピンピンピン CHASSIS CHASSIS CHASSIS CHASSIS CHASSIS）））））

このセンサーはマイクロスイッチなどを使用するケース進入監視/外部検出機
能です。このセンサーはパネルスイッチや光センサーによる検出により、ケー
ス信号リード線に高レベル信号が送られたときに反応します。この機能を利用
するためには、オプションのCIDBケースモジュールを取り付ける必要があり
ます。
注意：注意：注意：注意：注意：ケースが開放されると、CHASSIS Signal Pinは+5VSBに接続します。
ケースが閉じられると、CHASSIS Signal Pinはグラウンドピンと接続します。

P3V4X Chassis Intrusion Alarm Lead
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3. ハードウェアの設定
1 7 .1 7 .1 7 .1 7 .1 7 .システムシステムシステムシステムシステム･････パワーパワーパワーパワーパワー･････リード線（リード線（リード線（リード線（リード線（33333ピピピピピンンンンン PWRLEDPWRLEDPWRLEDPWRLEDPWRLED）））））
この3ピンコネクタはシステムパワーLEDに接続します。このLEDはシステム
の電源が入ると点灯し、スリープモード、もしくはsoft-off モードでは点滅し
ます。

1 8 .1 8 .1 8 .1 8 .1 8 .キーボードキーボードキーボードキーボードキーボード･････ロックロックロックロックロック･････スイッチスイッチスイッチスイッチスイッチ･････リード線（リード線（リード線（リード線（リード線（22222ピピピピピンンンンン KEYLOCKKEYLOCKKEYLOCKKEYLOCKKEYLOCK）））））
この2ピンコネクタは、キーボードロック用のケースに取りつけられたスイッ
チに接続します。　注意：キーボードがロックされている状態でもマウスは使
えます。

1 9 .1 9 .1 9 .1 9 .1 9 .システム警告スピーカーコネクタ（システム警告スピーカーコネクタ（システム警告スピーカーコネクタ（システム警告スピーカーコネクタ（システム警告スピーカーコネクタ（44444ピピピピピンンンンン SPEAKERSPEAKERSPEAKERSPEAKERSPEAKER）））））
この4ピンコネクタは、ケースに取りつけられたスピーカに接続します。

2 0 .2 0 .2 0 .2 0 .2 0 .システムシステムシステムシステムシステム･････メッセージメッセージメッセージメッセージメッセージ･････リード線（リード線（リード線（リード線（リード線（22222ピピピピピンンンンン MSG_LEDMSG_LEDMSG_LEDMSG_LEDMSG_LED）））））
これは、fax/modemからメッセージを受信したかどうかを表示する機能です。
信号がないときは点灯状態で、データ転送中は点滅状態になります。この機能
を利用するには、ACPI OSとドライバのサポートが必要です。

2 1 .2 1 .2 1 .2 1 .2 1 .システム管理割り込みリード線（システム管理割り込みリード線（システム管理割り込みリード線（システム管理割り込みリード線（システム管理割り込みリード線（22222ピピピピピンンンンン SMISMISMISMISMI）））））
これによって、システムを手動でサスペンドモード、すなわち“グリーン”
モードに移行させることができます。サスペンドモード時は、システムの活
動量が減るので電力の消費が減り、また各パーツの寿命も延びます。この2ピ
ンコネクタにはケースに取り付けられているサスペンドスイッチを接続しま
す。

22.ATX22.ATX22.ATX22.ATX22.ATX電源スイッチ電源スイッチ電源スイッチ電源スイッチ電源スイッチ/Soft-Off/Soft-Off/Soft-Off/Soft-Off/Soft-Offスイッチスイッチスイッチスイッチスイッチ     リード線（リード線（リード線（リード線（リード線（22222ピピピピピンンンンン PWR_SWPWR_SWPWR_SWPWR_SWPWR_SW）））））
システム電源はこのコネクタに接続されたスイッチにより制御されます。
BIOSの設定やOSの設定によって、ボタンを１度押すごとに、システムの電源
を入れたり、スリープモードや SOFT OFFモードにしたりすることができま
す。電源が入っている状態でスイッチを４秒以上押しつづけると、システムの
電源は切れます。システムパワーLEDで電源の状態を確認できます。

2 3 .2 3 .2 3 .2 3 .2 3 .リセットスイッチリード線（リセットスイッチリード線（リセットスイッチリード線（リセットスイッチリード線（リセットスイッチリード線（22222ピピピピピンンンンン RESETRESETRESETRESETRESET）））））
この2ピンコネクタはケースに取り付けられているリセットスイッチに接続し
ます。リセットスイッチはシステムの電源を切ることなく、システムを再起動
します。再起動にはリセットスイッチを使用したほうが、システムの電源ユ
ニットの寿命が延びます。
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P3V4X System Panel Connections

* Requires an ATX power supply.
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3. ハードウェアの設定

3.93 .93 .93 .93 .9 電源投入の手順電源投入の手順電源投入の手順電源投入の手順電源投入の手順
1.　すべてのジャンパ設定や接続を終えたら、ケースを閉じます。

2.　すべてのスイッチがオフになっていることを確認します。

3. ケースのマニュアルに従って、ケースの背面にある電源ユニットに電源ケーブ
ルを接続します。

4. 電源ケーブルをコンセントに接続します。

5. 次の順序で各デバイスの電源を入れます。
a. モニタ
b. 外付けSCSIデバイス（デイジーチェーンの終端にあるデバイスから順番に）
c. システムの電源

ATX電源ユニットによっては、ユニット自体に電源スイッチがついている場
合があります。その場合は、ATX電源ユニットのスイッチをオンにしてか
ら、ケース前面のシステム電源のスイッチを押してください。

6. ケースの前面パネルのパワーLEDが点灯します。ATX電源の場合には、ATX
電源スイッチを押すと、システムLEDが点灯します。モニタが“Green”
規格に準拠している場合や、スタンバイ機能がある場合は、モニタのLED
はシステムLEDが点灯した後に、点く場合があります。その後、システムは
パワー･オン･テストを実行します。テストの実行中に、画面にメッセージな
どが表示されます。電源を入れて30秒以上経過しても、画面に何も表示
されない場合は、システムがパワー･オン･テストに失敗している可能性が
あります。ジャンパ設定や接続を確認してください。
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Award BIOS Award BIOS Award BIOS Award BIOS Award BIOS ビープコードの判定ビープコードの判定ビープコードの判定ビープコードの判定ビープコードの判定
ビープ音ビープ音ビープ音ビープ音ビープ音 意味意味意味意味意味
ロゴ表示中に POST時にエラーなし
ひとつの短いビープ音
長い繰り返しビープ音 DRAM取り付け不良/認識不能
ひとつの長いビープ音 ビデオカード取り付け不良/認識不
３つの短いビープ音 能､メモリー不良
システム動作中 CPUオーバーヒート
高周波数ビープ音 低周波数でシステム動作
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7. パワーオンテスト中に＜Del＞キーを押しつづけると、BIOSセットアップ画面
に入ることができます。4.BIOS4.BIOS4.BIOS4.BIOS4.BIOSの設定の設定の設定の設定の設定 を参照してください

***** システムの電源を切る：システムの電源を切る：システムの電源を切る：システムの電源を切る：システムの電源を切る：システムの電源を切る前に、まずOSを終了し、
シャットダウンをする必要があります。ATX電源の場合は、OSを終了した後に
ATX電源スイッチを押します。Windows95/98を使用している場合は、スタースタースタースタースター
トトトトトボタンをクリックして、WindowsWindowsWindowsWindowsWindowsの終了の終了の終了の終了の終了をクリックし、「電源を切れる「電源を切れる「電源を切れる「電源を切れる「電源を切れる
状態にする」状態にする」状態にする」状態にする」状態にする」を選択するします。すると、Windows終了後、システムの電源
が自動的に切れます。

注意：注意：注意：注意：注意：ATX電源を使用の場合は、「コンピュータの電源を切る準備ができました」
というメッセージは表示されません。
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4. BIOSの設定
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4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOSの管理とアップデートの管理とアップデートの管理とアップデートの管理とアップデートの管理とアップデート

4.1.1 初めて使用するとき
後々BIOSを再インストールする場合に備えて、フラッシュ･メモリ･ライター･
ユーティリティ(AFLASH.EXE)を使用して、ブート可能なフロッピーディスクにマ
ザーボードのオリジナルBIOSをセーブしておくことをお勧めします。
AFLASH.EXEAFLASH.EXEAFLASH.EXEAFLASH.EXEAFLASH.EXEとは、マザーボード上のプログラマブルFlash ROMに新しいBIOS
ファイルをアップロードすることで、BIOSをアップデートするフラッシュ･メモ
リ･ライター･ユーティリティです。このファイルはDOSモードでのみ動作しま
す。マザーボードのBIOSのバージョンは、起動中の画面の左上に表示される数字
の最後の4桁を見ればわかります。新しいBIOSファイルほど数字が大きくなりま
す。

1. DOSプロンプトで、FORMAT A:¥S FORMAT A:¥S FORMAT A:¥S FORMAT A:¥S FORMAT A:¥S と入力し、ブート可能なシステム
フロッピーを作成します。AUTOEXEC.BATやCONFIG.SYSは、コピー
しないでください。

2. COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥ COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥ COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥ COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥ COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥ と入力し、AFLASH.EXE を先ほ
どのブートディスクにコピーします。（CD-ROMがDドライブの場合）

注意：AFLASHはDOSモードでのみ動作します。また、ハードディスクか
らブートした場合も、メモリドライバが読み込まれる可能性があるの
で、WindowsのDOSプロンプトでは動作しません。必ずフロッピー
ディスクからブートしてください。

3. システムをフロッピーディスクから再起動します。
注意：BIOSセットアップで、フロッピーが最初のブートデバイスになっ
ていることを確認してください。

4. DOSモードで、A:¥AFLASHA:¥AFLASHA:¥AFLASHA:¥AFLASHA:¥AFLASHと入力し、＜＜＜＜＜ENTERENTERENTERENTERENTER＞＞＞＞＞キーを押して、
AFLASHを実行します。
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重要！Flash MemoryFlash MemoryFlash MemoryFlash MemoryFlash Memoryの後に、”unknown”と画面に表示された場合、
メモリチップがプログラム変更できないか、ACPI BIOSでサポートされ
ていないかのどちらかです。この場合フラッシュ･ メモリ･ ライター･
ユーティリティで書き換えを行うことはできません。



ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル4 44 44 44 44 4

4. BIOSの設定

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S
の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

5. Main Menuから1.Save Current BIOS to File1.Save Current BIOS to File1.Save Current BIOS to File1.Save Current BIOS to File1.Save Current BIOS to Fileを選択して、＜ENTER＞
キーを押します。すると、Save Current BIOS to Fi leSave Current BIOS to Fi leSave Current BIOS to Fi leSave Current BIOS to Fi leSave Current BIOS to Fi le画面が現れま
す。

6. 例えばA:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXのように、ファイル名とパスを入力して、
＜ENTER＞キーを押します。

4.1.2 BIOSアップデート手順（必要時のみ）
1. インターネットサーバ（WWWかFTP）（詳細は3ページの会社情報参
照）から更新されたBIOSをダウンロードして、先ほど作成したディス
クに保存します。

2. フロッピーからシステムを起動します。
3. DOSモードでA:¥AFLASHA:¥AFLASHA:¥AFLASHA:¥AFLASHA:¥AFLASHを入力し、＜ENTER＞キーを押します。
4. MainMainMainMainMain　　　　　MenuMenuMenuMenuMenuで、2を入力して＜ENTER＞キーを押します。UpdateUpdateUpdateUpdateUpdate
　　　　　BIOSBIOSBIOSBIOSBIOS　　　　　Including Boot and ESCDIncluding Boot and ESCDIncluding Boot and ESCDIncluding Boot and ESCDIncluding Boot and ESCDが画面に表示されます。
A:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXA:¥XXX_XXX.XXXというように、新しいBIOSのファイル名とパスを
入力し、＜ENTER＞キーを押します。
注意：注意：注意：注意：注意：この作業をキャンセルするには、＜ENTER＞キーを押します。
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6. BIOSアップデートの確認のプロンプトが表示されたら、＜＜＜＜＜YYYYY＞＞＞＞＞キーを
 押してアップデートを開始します。

7.　ユーティリティが実行されて、Flash ROMに新しいBIOSの情報が書き
込まれます。ブートブロックは、必要に応じて自動的にアップデート
されます。自動アップデートはアップデートの失敗を最小にするで
しょう。アップデートが完了すると、Flashed Successfullyと表示され
ます。

8. 画面の指示に従って、ユーティリティを終了します。

警告！新しいBIOSへのアップデートがうまくいかなくても、決してシ
ステムの電源は切らないで下さい。システムが起動できなくなる可能
性があります。アップデート手順を最初からやり直し、それでも問題
が生じる場合は、4.1.1でフロッピーにセーブしておいた元のBIOSに
(同様の手順で)インストールしてください。フラッシュ･メモリ･ライ
ター･ユーティリティがBIOSファイルの更新を正常に完了できなかっ
た場合は、システムが起動できなくなる可能性があります。その場合
は、販売店にご相談下さい。



ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル4 64 64 64 64 6

4. BIOSの設定

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S
の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

（このページは意図的に白く残されています。）
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4.24 .24 .24 .24 .2 BIOSBIOSBIOSBIOSBIOSセットアッププログラムセットアッププログラムセットアッププログラムセットアッププログラムセットアッププログラム
このマザーボードには、4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOSの管理とアップデートの管理とアップデートの管理とアップデートの管理とアップデートの管理とアップデートで説明したように、添付
ユーティリティを使用してアップデートをすることのできる、プログラマブル
EEPROMが搭載されています。

このユーティリティは、マザーボードを取り付けた時やシステムを再構成した
時、またセットアップを実行するように要求があった時に使用されます。ここ
では、このユーティリティを使用してどのようにシステムを構成するのかを説
明します。

たとえ、今は必要なくても、将来コンピュータの設定を変更したくなる時があ
るかもしれません。例えば、管理者パスワードを有効にしたり、電源管理の設
定を変更する場合などです。そのような場合はBIOSセットアッププログラム
を使用して、コンピュータにこれらの変更を認識させ、 EEPROMの
CMOS RAMに記録する必要があります。

マザーボードのEEPROMにはセットアップユーティリティが保存されていま
す。コンピュータを起動すると、このプログラムが実行されます。これは、
Power-On Self Test（POST）中に行います。＜Del＞キーを押すと、セット
アップユーティリティを呼び出せます。キーを押すのが遅れると、POSTはテ
ストルーチンに入ってしまうので、セットアップユーティリティを呼びさせな
くなってしまいます。その場合は、＜Ctrl＞+＜Del＞+＜Alt＞キーを押す
か、システムケースのリセットボタンを押して、システムを再起動します。こ
の２つの方法も失敗した場合は、システムの電源を切って再起動しても構いま
せん。

セットアッププログラムは、非常に使い易く作られています。メニュー選択式
のプログラムになっており、多様なサブメニューの中の予め与えられた選択肢
の中から選択を行います。

BIOSBIOSBIOSBIOSBIOSセットアッププログラムにアクセスするには、セットアッププログラムにアクセスするには、セットアッププログラムにアクセスするには、セットアッププログラムにアクセスするには、セットアッププログラムにアクセスするには、POSTPOSTPOSTPOSTPOST実行に引実行に引実行に引実行に引実行に引
き続き＜き続き＜き続き＜き続き＜き続き＜DELDELDELDELDEL＞キーを押してください。＞キーを押してください。＞キーを押してください。＞キーを押してください。＞キーを押してください。

注意：注意：注意：注意：注意：BIOSソフトウェアは定期的 にアップデートされます。次のBIOS
画面と説明はあくまでも参考であって、ご使用されるBIOSの表示とは
異なることもあります。

プ
ロ
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ラ
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の
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4.2.1 BIOSメニューバー
画面上方に以下の項目を含むメニューバーが表示されます。

MAINMAINMAINMAINMAIN 基本的なシステム構成変更を行います

ADVANCEDADVANCEDADVANCEDADVANCEDADVANCED 特殊機能を有効にしたり変更したりします

POWERPOWERPOWERPOWERPOWER 電源管理機能を有効にしたり変更したりします

BOOTBOOTBOOTBOOTBOOT オペレーティングシステムをロードするための初期シ
ステムデバイスを決定します

EXITEXITEXITEXITEXIT 現在のメニューを終了したり、セットアッププログラ
ムの終了方法を決定します

メニューバーではカーソルキーの右左のキーを押して、設定したい項目を選択し
ます。

4.2.2 ナビゲーションキー
セットアップスクリーンの下方にあるレジェンドバーにナビゲーション
キーの一覧が表示されます。各キーの動作や機能については、下記の一覧
表を参照してください。

ナビゲーションキーナビゲーションキーナビゲーションキーナビゲーションキーナビゲーションキー 機能説明機能説明機能説明機能説明機能説明

＜＜＜＜＜F 1F 1F 1F 1F 1＞＞＞＞＞ ,,,,,＜＜＜＜＜Alt+HAlt+HAlt+HAlt+HAlt+H＞＞＞＞＞ BIOSセットアップに関する一般的なヘルプ

＜＜＜＜＜EscEscEscEscEsc＞＞＞＞＞ Exit Menuに飛ぶか、ポップアップメニューから

Main Menuに戻ります

←←←←← ,,,,,→（カーソルキー）→（カーソルキー）→（カーソルキー）→（カーソルキー）→（カーソルキー） 項目間を移動します

↑↑↑↑↑ ,,,,,↓（カーソルキー）↓（カーソルキー）↓（カーソルキー）↓（カーソルキー）↓（カーソルキー） メニューを選択します

-----（マイナスキー）（マイナスキー）（マイナスキー）（マイナスキー）（マイナスキー） 選択されているメニューの値を減らします

+++++（プラスキー）（プラスキー）（プラスキー）（プラスキー）（プラスキー） 選択されているメニューの値を増やします

＜＜＜＜＜ENTERENTERENTERENTERENTER＞＞＞＞＞ 選択した項目のポップアップメニューを呼び出します

＜＜＜＜＜HomeHomeHomeHomeHome＞＞＞＞＞ ,,,,,＜＜＜＜＜PgUpPgUpPgUpPgUpPgUp＞＞＞＞＞ カーソルをフィールドの先頭に移動します

＜＜＜＜＜E N DE N DE N DE N DE N D＞＞＞＞＞ ,,,,,＜＜＜＜＜PgDnPgDnPgDnPgDnPgDn＞＞＞＞＞ カーソルをフィールドの最後に移動します

＜＜＜＜＜F 5F 5F 5F 5F 5＞＞＞＞＞ 現在の画面のセットアップを初期設定に戻します

＜＜＜＜＜F10F10F10F10F10＞＞＞＞＞ 変更を保存し、セットアップを終了します

メ
ニ
ュ
ー
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一般的なヘルプ一般的なヘルプ一般的なヘルプ一般的なヘルプ一般的なヘルプ
項目ごとのヘルプウィンドウに加えて、BIOSセットアッププログラムは一般的な
ヘルプ画面も提供します。この画面はどのメニューからも＜F1＞キー、または＜
Alt＞+＜H＞キーを押すだけで呼び出すことができます。このヘルプ画面は、ナビ
ゲーションキーについての、動作や機能を説明しています。

変更の保存とセットアッププログラムの終了変更の保存とセットアッププログラムの終了変更の保存とセットアッププログラムの終了変更の保存とセットアッププログラムの終了変更の保存とセットアッププログラムの終了
変更の保存とセットアッププログラムの終了に関する詳細は4.7 Exi t4.7 Exi t4.7 Exi t4.7 Exi t4.7 Exi t　　　　　MenuMenuMenuMenuMenuを参
照してください。

スクロールバースクロールバースクロールバースクロールバースクロールバー
セットアップウィンドウの右側にスクロールバーが表示されているときは、その
時ウィンドウに表示されている以上のメニューが存在していることを意味しま
す。＜PgUp＞や＜PgDn＞、カーソルキーを使用して画面をスクロールさせると
全メニューを見ることができます。また＜Home＞を押すと最初のページ、＜End
＞を押すと最後のページを表示します。ヘルプウィンドウを終了するときは、＜
Esc＞か＜Enter＞キーを押します。

ポップアップメニューポップアップメニューポップアップメニューポップアップメニューポップアップメニュー
（左図が示すように）フィールドの左側にポインタが表示さ
れます。このポインタは、示しているフィールドがポップ
アップメニューを持っていることを意味しています。その
ポップアップメニューを呼び出すと、その項目に関する複数
の選択肢が表示されます。ハイライトをその項目に合わせて
＜ENTER＞キーを押すと、ポップアップメニューが呼び出さ
れます。ポップアップメニューではメインメニューでの操作
と同じように、ナビゲーションキーを使って数値の入力や
フィールドの移動ができます。＜Esc＞キーでメインメ
ニューに戻ります。

少し時間をかけて、ナビゲーションキーとその機能に慣れて
ください。いろんなメニューやポップアップメニューで練習をしましょう。誤っ
た変更をしてしまった場合は、＜F5＞キーを押すとデフォルトの設定に戻りま
す。セットアッププログラムでは、各メニューの右側にSpecific Helpウィンドウが
あり、各項目に関する説明やヘルプが表示されます。

注意：注意：注意：注意：注意：項目内横の[ ]で囲まれた値は、デフォルトです。
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System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]
指定した時刻を設定できます。（一般には現在の時間） 書式は、時、分、秒に
なっています。 Hour Hour Hour Hour Hour ははははは0 00 00 00 00 0からからからからから2 32 32 32 32 3まで、MinuteMinuteMinuteMinuteMinuteははははは0 00 00 00 00 0からからからからから5 95 95 95 95 9まで、 SecondSecondSecondSecondSecondははははは0 00 00 00 00 0
からからからからから5 95 95 95 95 9までの値を入力できます。＜Tab＞キーや＜Shift＞+＜Tab＞キーを使っ
て、時、分、秒の項目間を移動します。

System Date [XX/XX/XX]System Date [XX/XX/XX]System Date [XX/XX/XX]System Date [XX/XX/XX]System Date [XX/XX/XX]
指定した日付を設定できます。（一般には現在の日付）書式は、月、日、年　に
なっています。MonthMonthMonthMonthMonthにはにはにはにはには11111からからからからから1 21 21 21 21 2、D a yD a yD a yD a yD a yにはにはにはにはには11111からからからからから3 13 13 13 13 1、YearYearYearYearYear（（（（（1 0 01 0 01 0 01 0 01 0 0年年年年年）が入
力できます。＜Tab＞キーや＜Shift＞+＜Tab＞キーを使って、月、日、年の項目
間を移動します。

Legacy Diskette A [1.44M, 3.5Legacy Diskette A [1.44M, 3.5Legacy Diskette A [1.44M, 3.5Legacy Diskette A [1.44M, 3.5Legacy Diskette A [1.44M, 3.5インチインチインチインチインチ], Legacy Diskette B [None]], Legacy Diskette B [None]], Legacy Diskette B [None]], Legacy Diskette B [None]], Legacy Diskette B [None]
システムに取りつけられているフロッピー･ディスク･ドライブの種類を指定しま
す。

選択肢：[NONE] [360K, 5.25 in.] [1.2M, 5.25 in.] [720K, 3.5 in.] [1.44M, 3.5 in.] [2.88M, 3.5
in.]

Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]
これは、日本の古いフロッピー･ディスク･ドライブの規格です。3.5インチ、
1.2MB（1.44MBに対して）のディスクを使用することができます。

選択肢：[Disabled] [Drive A] [Drive B] [Both]

4 .34 .34 .34 .34 .3 Main MenuMain MenuMain MenuMain MenuMain Menu
セットアッププログラムを起動すると、以下のような画面が表示されます。

 M
a

in
 M

e
n

u



ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル 5 15 15 15 15 1

4. BIOSの設定

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S
の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定Type [Auto]Type [Auto]Type [Auto]Type [Auto]Type [Auto]

[Auto]設定では、IDEハード･ディスク･ドライブを自動的に検出します。自動検出
が成功すると、ポップアップメニューの残りの項目には検出された正しい値が表
示されます。最新型のハードディスクの場合（または多少古めのドライブ場合）
認識がうまく出来ない場合があります。その場合はBIOSのアップデート、もしく
は手動による設定を行うこともできます。

注意：注意：注意：注意：注意：IDEハード･ディスク･ドライブ情報をBIOSに設定した場合、新しいIDEハー
ド･ディスク･ドライブを認識させるために（データの読み書きの前に）FDISK命
令などを使用して領域を設定してフォーマットをする必要がある場合がありま
す。また、Primary IDEハード･ディスク･ドライブはアクティブに設定された領域
が必要です。

TypeTypeTypeTypeType　フィールドのその他の選択肢

[None] - IDE[None] - IDE[None] - IDE[None] - IDE[None] - IDEデバイスを無効にするデバイスを無効にするデバイスを無効にするデバイスを無効にするデバイスを無効にする

4.3.1 Primary & Secondary Master/Slave

注意：注意：注意：注意：注意：ハード･ディスク･ドライブを取り付ける前に、ハードディスク
の仕様をメーカーなどで確認してください。間違った取り付けをする
と、システムがハードディスクを認識できない可能性があります。
BIOSで自動的にハードディスクの種類を検出させる場合には、[Auto]
を選択してください。
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重要：重要：重要：重要：重要：ハードディスクが古いシステムによって既にフォーマットされている場合、
不正なパラメータが検出される可能性があります。その場合は、手動で正しい値を
入力しなおすか、もしくはハードディスクの中のデータが必要ないのであれば、
ローレベルフォーマットを実行してください。ハードディスクをフォーマットした
とき、パラメータの値が間違って表示されると、ディスクが読み込めません。自動
検出されたパラメータが、使用しているハードディスクの値と一致しない場合は、
[User Type HDD]で、手動で正しい値を入力する必要があります。

 M
aster/S

lave D
rives

[User Type HDD][User Type HDD][User Type HDD][User Type HDD][User Type HDD]

ハード･ディスク･ドライブのシリンダ数、ヘッド数、1トラックあたりのセクタ数
を手動で入力できます。ドライブのマニュアルとドライブのこの情報と合わせて
参照してください。ハードディスクが取り付けられていない場合や、ドライブを
取り外して元に戻していない場合は、[None]を選択してください。

Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]

このフィールドでは、ハード･ディスク･ドライブの種類を選択します。Logical
Block　Addressingを有効にすると、シリンダ、ヘッド、セクタとは関係なく、
ハードディスクの28ビットアドレスが使用されます。LBAモードはハードディス
クのアクセス速度が低下する場合がありますが、記憶装置の容量が504MB以上の
場合は必ず必要になります。

選択肢：[LBA] [Large][LARGE] [Normal] [Match Partition Table] [Manual]

Cyl indersCyl indersCyl indersCyl indersCyl inders

シリンダ数を入力します。入力する値についてはドライブのマニュアルを参照し
てください。注意：注意：注意：注意：注意：この項目の値を変更する場合は、TypeTypeTypeTypeTypeフィールドが[User
Type HDD]に、そしてTranslat ion MethodTranslat ion MethodTranslat ion MethodTranslat ion MethodTranslat ion Methodフィールドが[Manual]に設定してくだ
さい。

HeadHeadHeadHeadHead

この項目には、リード/ライトヘッド数を入力します。入力する値についてはドラ
イブのマニュアルを参照してください。注意：注意：注意：注意：注意：この項目の値を変更する場合は、
T y p eT y p eT y p eT y p eT y p eフィールドを [User Type HDD]に、Translat ion MethodTranslat ion MethodTranslat ion MethodTranslat ion MethodTranslat ion Methodフィールドを
[Manual]に設定してください。



ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル 5 35 35 35 35 3

4. BIOSの設定

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S

4
.B

IO
S
の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

 M
as

te
r/

S
la

ve
 D

riv
es

SectorSectorSectorSectorSector

この項目には、1トラックあたりのセクタ数を入力します。入力する値については
ドライブのマニュアルを参照してください。

注意：注意：注意：注意：注意：この項目の値を変更する場合は、TypeTypeTypeTypeTypeフィールドを[User Type HDD]に、そ
してTranslat ioTranslat ioTranslat ioTranslat ioTranslat ionnnnn MethodMethodMethodMethodMethodフィールドを[Manual]に設定してください。

CHS CapacityCHS CapacityCHS CapacityCHS CapacityCHS Capacity

この項目には、入力したドライブ情報を元にBIOSによって自動的に算出されたド
ライブの最大CHS容量が表示されます。

Maximum LBA CapacityMaximum LBA CapacityMaximum LBA CapacityMaximum LBA CapacityMaximum LBA Capacity

この項目には、入力したドライブ情報を元にBIOSによって自動的に算出されたド
ライブの最大LBA容量が表示されます。

Multi-Sector Transfer [Maximum]Multi-Sector Transfer [Maximum]Multi-Sector Transfer [Maximum]Multi-Sector Transfer [Maximum]Multi-Sector Transfer [Maximum]

この項目では、ドライブによってサポートされている1ブロックあたりの最大セク
タ数を自動的に設定します。また、手動でその値を設定することもできます。こ
の項目が自動的に設定された場合、設定された値は必ずしも最速の値とはかぎり
ません。最適条件の決定や手動でこの値を設定する場合は、ハードドライブのマ
ニュアルを参照してください。

注意：注意：注意：注意：注意：この項目の値を変更する場合は、TypeTypeTypeTypeTypeフィールドが[User Type HDD]に設定
されていなければなりません。

選択肢： [Disabled][2 Sectors][4 Sectors][8 Sectors][16 Sectors][32 Sectors]
[Maximun]

SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]

この項目では、ハード･ディスク･ドライブ内部の監視機構を利用したS.M.A.R.Tシ
ステム(Self-Monitoring,Annalysis and Reporting Technology)を有効/無効に設定で
きます。この機能はシステムリソースを使用するため、システムのパフォーマン
スを低下させる可能性があるので、通常は[Disabled]になっています。

選択肢：[Disabled][Enabled]

PIO Mode [4]PIO Mode [4]PIO Mode [4]PIO Mode [4]PIO Mode [4]

この項目では、IDEデバイスのPIO(Programable Input/Output)モードを設定しま
す。数字が大きくなるほどパフォーマンスが向上します。

選択肢：[0] [1] [2] [3] [4]

ULTRA DMA Mode [Disabled]ULTRA DMA Mode [Disabled]ULTRA DMA Mode [Disabled]ULTRA DMA Mode [Disabled]ULTRA DMA Mode [Disabled]

UltraDMAはIDE互換デバイスに対してデータ転送とデータの完全性を許可しま
す。UltraDMAを使用しないときは[Disable]に設定します。

注意：注意：注意：注意：注意：この項目の値を変更する場合は、、、、、TypeTypeTypeTypeTypeフィールドが[User Type HDD]に設
定されていなければなりません。UltraDMAの機能を使用しない場合は[Disabled]
に設定してください。

選択肢：[0] [1] [2] [3] [4] [Disabled]
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“““““TypeTypeTypeTypeType”のその他の項目：”のその他の項目：”のその他の項目：”のその他の項目：”のその他の項目：
 [CD-ROM] [CD-ROM] [CD-ROM] [CD-ROM] [CD-ROM]- IDE CD-ROMデバイス
 [LS-120] [LS-120] [LS-120] [LS-120] [LS-120]- LS-120互換フロッピー･ディスク･ドライブ
 [ZIP-100] [ZIP-100] [ZIP-100] [ZIP-100] [ZIP-100]- ZIP-100互換ディスクドライブ
 [MO] [MO] [MO] [MO] [MO]- IDE光磁気ディスクドライブ
 [Other ATAPI [Other ATAPI [Other ATAPI [Other ATAPI [Other ATAPI デバイスデバイスデバイスデバイスデバイス]]]]]- その他のIDEデバイス

ナビゲーションキーと使用してポップアップメニューの選択を行った後は、＜Esc
＞キーを押してメインメニューに戻ってください。メインメニューが現れたら、
設定したハード･ディスク･ドライブの表示されたドライブサイズが設定と同じに
なっているか確認してください。

4.3.2 Keyboard Features
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Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]
この項目を[On]にすると、システム起動時にNumLockが有効になります。

選択肢：[Off][On]

Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]
この項目では、システムレジスタがキーストロークを繰り返す速度を設定しま
す。選択範囲は１秒間に6から30文字です。

選択肢：[6/Sec][8/Sec][10/Sec][12/Sec][15/Sec][20/Sec][24/Sec][30/Sec]

Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]
この項目では、1文字目から2文字目までを表示するまでの遅延間隔を設定しま
す。

選択肢：[1/4 Sec][1/2 Sec][3/4 Sec][1 Sec]

Language [English]Language [English]Language [English]Language [English]Language [English]
BIOS表示の言語を設定します。

選択肢：[English]
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Supervisor Password [Disabled], User Password [Disabled]Supervisor Password [Disabled], User Password [Disabled]Supervisor Password [Disabled], User Password [Disabled]Supervisor Password [Disabled], User Password [Disabled]Supervisor Password [Disabled], User Password [Disabled]
この項目ではシステムパスワードを設定できます。設定したい項目を選択して＜
ENTER＞キーを押し、パスワードを設定します。パスワードには最高8文字までの
英数字を入力する事ができます。記号や、その他のキーは入力されません。パス
ワードの確認のために、再度パスワードを入力し＜Enter＞キーを押します。それ
によりパスワードは[Enable]に設定されます。このパスワードによってBISOセッ
トアッププログラムにフルアクセスできるようになります。パスワードを無効に
したい場合は、項目を選択して＜ENTER＞キーを押してください。そしてパス
ワード設定ダイアログボックスが表示されたら、そのまま何も入力せず＜ENTER
＞キーを押してください。パスワードが[Disabled]に設定されます。

パスワードに関する注意パスワードに関する注意パスワードに関する注意パスワードに関する注意パスワードに関する注意

大文字を使っても小文字を使っても構いません。

BIOSセットアッププログラムでは“ Supervisor Password”と”
User Password”のパスワードを設定することができます。この2つとも
[Disabled]の場合は、誰でもBIOSセットアッププログラムのすべての機能にアク
セスすることができます。

パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？

パスワードを忘れた場合は、CMOSリアル･タイム･クロック（RTC）RAMを消去
することでパスワードをクリアできます。パスワード情報を保持しているこの
RAMデータは、ボード上のボタン電池で動作しています。このRTC  RAMを消去す
るには以下の手順で再設定できます。(1)電源ケーブルを抜く (2)はんだの部分を
ショートさせる。もしくはボタン電池を一度外して元に戻す。 (3)コンピュータの
電源を入れる (4)システム起動時に＜Del＞キーを押し、BIOSセットアップ画面に
入り、再設定をする。

P3V4X Clear RTC RAM

Short solder points
to Clear CMOS

CLRTC

R

P3V4X

Halt On [All Errors]Halt On [All Errors]Halt On [All Errors]Halt On [All Errors]Halt On [All Errors]
この項目では、システムを停止させるエラーの種類を設定できます。

選択肢：[All Errors] [No Error] [All but Keyboard] [All but Disk] [All but Disk/Keyboard]

Installed Memory [XXX MB]Installed Memory [XXX MB]Installed Memory [XXX MB]Installed Memory [XXX MB]Installed Memory [XXX MB]
この項目では、システム起動中に搭載されているメモリ容量を表示します。この
項目は特に設定を変える必要はありません。表示だけの項目です。
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4.44 .44 .44 .44 .4 Advanced MenuAdvanced MenuAdvanced MenuAdvanced MenuAdvanced Menu
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CPU : System Frequency Multiple CPU : System Frequency Multiple CPU : System Frequency Multiple CPU : System Frequency Multiple CPU : System Frequency Multiple （（（（（CPU SpeedCPU SpeedCPU SpeedCPU SpeedCPU Speedががががが[Manual][Manual][Manual][Manual][Manual]設定のとき）設定のとき）設定のとき）設定のとき）設定のとき）

この項目は、ロックされていないプロセッサのためのものです。プロセッサ
の周波数倍率がロックされていたら、この項目にアクセスすることはできま
せん。この項目では、CPU内部周波数と外部周波数の周波数倍率を設定しま
す。これは、CPUのスピードに合わせるため、S y s t e m / P C I  F r e q u e n c yS y s t e m / P C I  F r e q u e n c yS y s t e m / P C I  F r e q u e n c yS y s t e m / P C I  F r e q u e n c yS y s t e m / P C I  F r e q u e n c y
(((((M H zM H zM H zM H zM H z)))))と同時に設定しなければなりません。

System/PCI Frequency(MHz)(CPU SpeedSystem/PCI Frequency(MHz)(CPU SpeedSystem/PCI Frequency(MHz)(CPU SpeedSystem/PCI Frequency(MHz)(CPU SpeedSystem/PCI Frequency(MHz)(CPU Speedががががが[Manual][Manual][Manual][Manual][Manual]設定のとき設定のとき設定のとき設定のとき設定のとき)))))
この項目では、クロックジェネレータがシステムバスとPCIバスに送る周波数を設
定します。バス周波数(外部周波数)に周波数倍率を掛けたものが、C P UC P UC P UC P UC P Uスピードスピードスピードスピードスピード
(内部周波数)となります。

System/SDRAM Frequency Ratio [1/1]System/SDRAM Frequency Ratio [1/1]System/SDRAM Frequency Ratio [1/1]System/SDRAM Frequency Ratio [1/1]System/SDRAM Frequency Ratio [1/1]
これらの項目では、System/PCSystem/PCSystem/PCSystem/PCSystem/PCIIIII FrequencyFrequencyFrequencyFrequencyFrequencyに対してメモリクロック周波数を同
期または非同期モードにするかどうかを設定します。この選択肢の表示はSys-Sys-Sys-Sys-Sys-
tem/PCI Frequency(MHz)tem/PCI Frequency(MHz)tem/PCI Frequency(MHz)tem/PCI Frequency(MHz)tem/PCI Frequency(MHz)に合わせるために変わります。

CPU Speed [Manual]CPU Speed [Manual]CPU Speed [Manual]CPU Speed [Manual]CPU Speed [Manual]
マザーボードの設定をJumperFreeTMモードにした
時、この項目でCPUの内部周波数を設定できま
す。100MHzと133MHzでの周波数倍率が設定で
きます。次の 2項目を変更したい場合は、
[Manual]を選択してください。周波数をCPUの仕
様よりも高い値に設定すると、システムがハング
するかクラッシュする場合がありますので注意し
てください。

133の周波数倍率
（133MHz　FSB用）

100の周波数倍率
（100MHz　FSB用）
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CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]
これらの項目では、CPUのLevel1とLevel2内蔵キャッシュの有効/無効を設定でき
ます。
選択肢：[Disabled] [Enabled]

CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]
この機能は、CPU Level2キャッシュのECCチェック機能について設定を行います。
選択肢：[Disabled] [Enabled]

Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]（Pentium㈽が取り付けられている場合）
プロセッサシリアルナンバーは、インターネット上でユーザーを識別するため、
各Pentium㈽に付加された固有の番号です。オンラインビジネスやe-commerceな
どを実行するのに、より高度なセキュリティが必要な場合は、この項目を
[Enabled]に設定してください。それ以外、ネットサーフィンなど匿名性を維持し
たい時は、初期設定の[Disabled]のままにしておいて下さい。
注意：注意：注意：注意：注意：この項目はシステムにPentium㈽を取り付けている場合だけ有効になります。

BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]
この機能は、アップデートローダーとして、プロセッサに必要なデータを供給す
るためにBIOSに組み込まれています。初期設定値は[Enabled]になっており、
BIOSはシステム起動中にすべてのプロセッサにおいて更新情報をロードします。
選択肢：[Disabled] [Enabled]

PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]
初期設定値は[Auto]で、スタートアップ時にシステムがPS/2マウスを検出できる
ようになっています。検出されると、PS/2マウスにはIRQ12が割り当てられま
す。PS/2マウスが検出されないときは、IRQ12は拡張カード用に予約されます。
[Enabled]に設定してあると、スタートアップ時にPS/2マウスが検出されてもされ
なくても、常にIRQ12が確保されることになります。
選択肢：[Enabled] [Auto]

USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]
このマザーボードにはUniversal Serial Bus(USB)デバイスを取り付けることができ
ます。初期設定の[Auto]では、システムは起動時にUSBデバイスを検出します。検
出すると、USBコントローラが有効になります。検出されなかった場合は、USB
コントローラは無効になります。この項目を[Disabled]に設定すると、USBデバイ
スの検出の有無に関わらず、USBコントローラは無効になります。
選択肢：[Disabled] [Enabled] [Auto]

OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]
64MBを超えているDRAMメモリ搭載のシステムでOS/2を使用するときは、この項
目を[Enabled]に設定する必要があります。それ以外では[Disabled]に設定してく
ださい。
選択肢：[Disabled] [Enabled]

Coppermine　
プロセッサ使用

Pentium㈼プロ
セッサ使用

CPU VcoreCPU VcoreCPU VcoreCPU VcoreCPU Vcore
この項目では、CPUに供給されるコア電圧を表示
します。手動で設定する場合は、CPUのマニュア
ルを参照してください。図は設定可能なVcoreの
例です。
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SDRAM Configuration [By SPD]SDRAM Configuration [By SPD]SDRAM Configuration [By SPD]SDRAM Configuration [By SPD]SDRAM Configuration [By SPD]
使用しているメモリモジュールに合わせ、オプションのタイミングについて2～4
項目設定します。初期設定は[By SPD]になっており、これはSPD（Serial Presence
Detect）デバイス内の情報を読み取って2～5項目を設定します。 メモリモジュー
ルのEEPROMには、メモリの種類、容量、速度、電圧、モジュールバンクなど、
モジュールに関する重要なパラメータ情報が記録されています。
選択肢：[User Define] [7ns (143MHz)] [8ns (125MHz)] [BY SPD]

SDRAM CAS LatencySDRAM CAS LatencySDRAM CAS LatencySDRAM CAS LatencySDRAM CAS Latency
この項目では、SDRAM読み取りコマンドからデータを実際に利用できるようにな
るまでの待ち時間を設定します。
注意：注意：注意：注意：注意：この項目を変更する場合は、SDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM Configurationを[User  Define]設定し
てください。

SDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge Time
この項目では、SDRAMにプリチャージコマンドを発行した後のアイドルクロック
を設定します。
注意：注意：注意：注意：注意：この項目を変更する場合は、SDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM Configurationを[User  Define]に設定
してください。

SDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS Delay
この項目では、SDRAMのアクティブコマンドと読み込み/書き込みコマンドの間の
遅延時間を設定します。
注意：注意：注意：注意：注意：この項目を変更する場合は、SDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM Configurationを[User  Define]に設定
してください。

4.4.1 Chip Configuration

(更に項目を見る場合は、図のようにスクロールダウンしてください。)
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SDRAM Active to Precharge TimeSDRAM Active to Precharge TimeSDRAM Active to Precharge TimeSDRAM Active to Precharge TimeSDRAM Active to Precharge Time
この項目を変更するには、SDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM Configurationを[User  Define]に設定しておく
必要があります。

Read Around Write [Enabled]Read Around Write [Enabled]Read Around Write [Enabled]Read Around Write [Enabled]Read Around Write [Enabled]
Read Around Write（RAW）機能を使用して、CPUの書き込みコマンド実行後、次
にデータを必要とする時まで、メモリコントローラが書き込みデータをバッファ
に保存します。バッファに保存するとSDRAMへアクセスする必要がありません。
選択肢：[Disabled] [Enabled]

CPU-DRAM Back-Back Transaction [Enabled]CPU-DRAM Back-Back Transaction [Enabled]CPU-DRAM Back-Back Transaction [Enabled]CPU-DRAM Back-Back Transaction [Enabled]CPU-DRAM Back-Back Transaction [Enabled]
選択肢：[Enabled] [Disabled]

Delayed Transaction [Disabled]Delayed Transaction [Disabled]Delayed Transaction [Disabled]Delayed Transaction [Disabled]Delayed Transaction [Disabled]
この項目が[Enabled]に設定すると、通常50～60クロックを消費する8ビットISA
カードにCPUがアクセスしている間、PCIディレイトランザクションを行わずに、
PCIバスを解放します。PCI 2.1に準拠しないISAカードを使用の場合は[Disabled]を
選択してください。
選択肢：[Enabled] [Disabled]

PCI to DRAM Prefetch [Disabled]PCI to DRAM Prefetch [Disabled]PCI to DRAM Prefetch [Disabled]PCI to DRAM Prefetch [Disabled]PCI to DRAM Prefetch [Disabled]
選択肢：[Disabled] [Enabled]

Byte Merge [Disabled]Byte Merge [Disabled]Byte Merge [Disabled]Byte Merge [Disabled]Byte Merge [Disabled]
PCI上のデータ転送を最適にするため、個々のメモリが32ビットのデータブロック
に書き込む動作（バイトやワード）をまとめます。しかし、バイトマージはデー
タが先読み取得可能なアドレスにある時だけ行われます。
選択肢：[Disabled] [Enabled]

DRAM Read Latch Delay [0.5 ns]DRAM Read Latch Delay [0.5 ns]DRAM Read Latch Delay [0.5 ns]DRAM Read Latch Delay [0.5 ns]DRAM Read Latch Delay [0.5 ns]
選択肢：[0.0 ns] [0.5 ns] [1.0 ns] [1.5 ns]

AGP Capability [4X Mode]AGP Capability [4X Mode]AGP Capability [4X Mode]AGP Capability [4X Mode]AGP Capability [4X Mode]
このマザーボードは、1066MB/sでビデオデータ転送を行えるAGP 4Xインター
フェースをサポートしています。AGP 4Xは上位互換なので、AGP 1xもしくはAGP
2Xビデオカードを使用する場合でも、初期設定の[4X Mode]のままで何の問題もあ
りません。[1X Mode]の設定では、たとえAGP 2X/4Xカードを使用したとしても、
AGPインターフェースのデータの最大出力は266MB/sとなります。[2X Mode]に設
定した場合にAGP 4Xカードを使用すると、データの最大出力は533MB/sです。
選択肢：[1X Mode] [2X Mode] [4X Mode]

Graphics Aperture Size [64MB]Graphics Aperture Size [64MB]Graphics Aperture Size [64MB]Graphics Aperture Size [64MB]Graphics Aperture Size [64MB]
この項目では、AGPグラフィックデータ用にマッピングされるメモリのサイズを
設定します。
選択肢：[4MB] [8MB] [16MB] [32MB] [64MB] [128MB] [256MB]
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Video Memory Cache Mode [UC]Video Memory Cache Mode [UC]Video Memory Cache Mode [UC]Video Memory Cache Mode [UC]Video Memory Cache Mode [UC]
USWC(uncacheable,speculative Write combining)は、プロセッサのビデオメモリ
用の新しいキャッシュテクノロジーです。ディスプレイデータを保存することに
よって、表示速度を大幅に向上させます。ご使用のディスプレイカードがこの機
能をサポートしていない場合は、UC(uncacheable)の設定にしてください。システ
ムが起動しない可能性があります。

選択肢：[UC] [UCSW]

Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]
この項目では、Primary IDE チャンネル、Secondary IDEチャンネル、もしくはその
両方を有効/無効に設定できます。

選択肢：[Both] [Primary] [Secondary] [Disabled]

Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]
この項目では、メモリホールの設定を必要とするISA拡張カード用にメモリアドレ
ス空間を予約します。

選択肢：[Disabled] [Enabled]
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Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]
フロッピー･ディスク･ドライブに割り当てられるハードウェアのドライブ名を反
対にします。

選択肢：[No Swap] [Swap AB]

Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]
この項目を[Read Only]に設定すると、フロッピーディスクのファイルを読むこと
はできますが、書き込むことはできなくなります。初期設定では[R/W]になってお
り、読み書きともに可能です。

選択肢：[R/W] [Read Only]

Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4], Onboard Serial Port 2 [2F8H/Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4], Onboard Serial Port 2 [2F8H/Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4], Onboard Serial Port 2 [2F8H/Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4], Onboard Serial Port 2 [2F8H/Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4], Onboard Serial Port 2 [2F8H/
IRQ3]IRQ3]IRQ3]IRQ3]IRQ3]
これらの項目では、ボード上のシリアルコネクタのアドレスを設定します。シリ
アルポート1とシリアルポート2のアドレスは異なったものでなければなりませ
ん。

選択肢：[3F8H/IRQ4] [2F8H/IRQ3] [3E8H/IRQ4] [2E8H/IRQ10] [Disabled]

UART2 Use Infrared [Disabled]UART2 Use Infrared [Disabled]UART2 Use Infrared [Disabled]UART2 Use Infrared [Disabled]UART2 Use Infrared [Disabled]
この項目を[Enabled]にすると、ボード上の赤外線機能が有効になり、シリアル
UART2をマザーボードの赤外線モジュールコネクタとして設定します。システム
のシリアルポート2に既にCOM2コネクタが接続されている場合は、赤外線機能を
有効にしても動作しません。3.8  3 .8  3 .8  3 .8  3 .8  外部コネクタ外部コネクタ外部コネクタ外部コネクタ外部コネクタのI rDAI rDAI rDAI rDAI rDA準拠赤外線モジュールコ準拠赤外線モジュールコ準拠赤外線モジュールコ準拠赤外線モジュールコ準拠赤外線モジュールコ
ネクタネクタネクタネクタネクタの項を参照してください。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

4.4.2 I/O Device Configuration
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Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]
この項目ではボード上のパラレル･ポート･コネクタのアドレスを設定します。こ
の機能を無効にすると、Paral lel  Port ModeParal lel  Port ModeParal lel  Port ModeParal lel  Port ModeParal lel  Port ModeとECP DMA ModeECP DMA ModeECP DMA ModeECP DMA ModeECP DMA Modeが無効になりま
す。

選択肢：[Disabled] [378H/IRQ7] [278H/IRQ5]

Parallel Port Mode [ECP+EPP]Parallel Port Mode [ECP+EPP]Parallel Port Mode [ECP+EPP]Parallel Port Mode [ECP+EPP]Parallel Port Mode [ECP+EPP]
この項目ではパラレルポートの動作モードを設定します。[Normal]に設定する
と、通常速度で一方向のみ、[EPP]に設定すると双方向パラレルポート、[ECP]に
設定すると双方向DMAモードで動作します。[ECP+EPP]設定では、通常速度で2
つのモードで動作します。

選択肢：[Normal] [EPP] [ECP] [EPP+ECP]

ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]
この項目では、E C PE C PE C PE C PE C Pモードを選択したときのパラレルポートのDMAチャンネルを
設定します。これは上記のParal leParal leParal leParal leParal lelllll P o rP o rP o rP o rP o rttttt ModeModeModeModeModeで[ECP]、もしくは[ECP+EPP]選
択したときのみ設定可能です。

選択肢：[1] [3] [Disabled]
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Slot 1 IRQ, Slot 2 IRQ, Slot 3/6 IRQ, Slot 4/5 IRQ [Auto]Slot 1 IRQ, Slot 2 IRQ, Slot 3/6 IRQ, Slot 4/5 IRQ [Auto]Slot 1 IRQ, Slot 2 IRQ, Slot 3/6 IRQ, Slot 4/5 IRQ [Auto]Slot 1 IRQ, Slot 2 IRQ, Slot 3/6 IRQ, Slot 4/5 IRQ [Auto]Slot 1 IRQ, Slot 2 IRQ, Slot 3/6 IRQ, Slot 4/5 IRQ [Auto]
この項目では、各PCIスロットにどのようにIRQを使用するかを設定します。各項
目の初期設定は[Auto]になっており、自動的に使用するIRQが設定されます。

選択肢：[Auto] [NA] [3] [4] [5] [7] [9] [10] [11] [12] [14] [15]

PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]
グラフィックアクセラレータやMPEGビデオカードのような標準的なVGAカード
でない場合、色が正しく表示されないことがあります。[Enabled]に設定すると、
この問題は解決します。それ以外では、初期設定の[Disabled]のままにしておいて
ください。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]
パフォーマンスと安全性の兼ね合い上、初期値が最適な設定になっていますの
で、そのままにしておいてください。

SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]
[Auto]設定では、マザーボードのBIOSはSymbios SCSIカードを自動的に検出しま
す。Symbios SCSIカードが検出されると、マザーボードのSymbios SCSI BIOSが有
効になります。Symbios SCSIカードが検出されなかった場合は、ボード上の
Symbios SCSI BIOSは無効になります。

[Disabled]設定では、マザーボードのSymbios SCSI BIOSは無効になり、外部
Symbios SCSIカードに搭載されている BIOSが使用されます。使用する
Symbios SCSIカードがBIOSを持っていない場合は、Symbios SCSIカードは機能
しません。

選択肢：[Auto] [Disabled]

4.4.3 PCI Configuration
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USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]
このマザーボードはUniversal Serial Bus(USB)デバイスをサポートしています。
USBデバイスを使用する場合は、[Enabled]に設定して下さい。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]
この項目では、システムがPCIとAGP両方のVGAカードを搭載している場合、どち
らのカードをPrimaryカードとして使用するかを設定します。初期設定では、[PCI/
AGP]となっており、PCIカードが検出されたとき、PCIカードが優先して使用され
ます。[AGP/PCI]設定では、AGPカードがPrimaryカードとして使用されます。

選択肢：[PCI/AGP] [AGP/PCI]

IRQ XX Used By ISA [No/ICU]IRQ XX Used By ISA [No/ICU]IRQ XX Used By ISA [No/ICU]IRQ XX Used By ISA [No/ICU]IRQ XX Used By ISA [No/ICU]
これらの項目では、表示されている各IRQがレガシー(非PnP)ISAカードに使用され
るのかどうかを設定します。初期設定では、表示されたIRQを使用しない、もしく
はISA Configuration Utility(ICU)でそのIRQがISAによって使用されているかどうかを
調べる、という設定になっています。特有のIRQを必要とするレガシーISAカード
を取り付ける場合はICUは使用せず、そのIRQの設定を[Yes]にしなければなりませ
ん。

例：IRQ10を必要とするレガシーISAカードを取り付ける場合は、IRQ10 Used ByIRQ10 Used ByIRQ10 Used ByIRQ10 Used ByIRQ10 Used By
I S AI S AI S AI S AI S Aを　[Yes]に設定します。

選択肢：[No/ICU] [Yes]

PCI/PNP ISA IRQ Resource ExclusionPCI/PNP ISA IRQ Resource ExclusionPCI/PNP ISA IRQ Resource ExclusionPCI/PNP ISA IRQ Resource ExclusionPCI/PNP ISA IRQ Resource Exclusion
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DMA x Used By ISA [No/ICU]DMA x Used By ISA [No/ICU]DMA x Used By ISA [No/ICU]DMA x Used By ISA [No/ICU]DMA x Used By ISA [No/ICU]
これらの項目では、表示されている各DMAチャンネルが、レ   ガシー(非PnP)ISA
カードに使用されるのかどうかを設定します。初期設定では、表示されたDMA
チャンネルを使用しない、もしくはICUでそのDMAチャンネルがISAによって使用
されているかどうかを調べるという設定になっています。特有のDMAチャンネル
を必要とするレガシーISAカードを取り付ける場合はICUは使用せず、そのDMA
チャンネルの設定を[Yes」にしなければなりません。

選択肢：[No/ICU] [Yes]

PCI/PNP ISA DMA Resource ExclusionPCI/PNP ISA DMA Resource ExclusionPCI/PNP ISA DMA Resource ExclusionPCI/PNP ISA DMA Resource ExclusionPCI/PNP ISA DMA Resource Exclusion

PCI/PNP ISA UMB Resource ExclusionPCI/PNP ISA UMB Resource ExclusionPCI/PNP ISA UMB Resource ExclusionPCI/PNP ISA UMB Resource ExclusionPCI/PNP ISA UMB Resource Exclusion
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Video ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]
この項目では、ビデオBIOSのロケーションをROMからRAMへ変更することができ
ます。RAMに再配置すると、ROMの時よりもアクセススピードが早くなったり
と、システムのパフォーマンスが向上します。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]
これらの項目は、他の拡張カードROMのシャドウRAMを設定します。ROM内蔵の
拡張カードを取り付ける時は、シャドウするためにどのアドレスを使用するのか
正確に知る必要があります。ROMをシャドウすると、使用できるメモリ容量が
640Kから1024Kの範囲内で減少します。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

ISA MEM Block BASE [No/ICU]ISA MEM Block BASE [No/ICU]ISA MEM Block BASE [No/ICU]ISA MEM Block BASE [No/ICU]ISA MEM Block BASE [No/ICU]
この項目では、C800とDFFFのアドレス空間でメモリセグメントを使用するレガ
シーISAカードのベースアドレスとブロックサイズを設定します。そのようなカー
ドを使用していて、ICUでそのアドレス空間を指定していない場合は、6つの選択
肢の中からベースアドレスを選択してください。ISA MEM Block SIZEISA MEM Block SIZEISA MEM Block SIZEISA MEM Block SIZEISA MEM Block SIZEフィールド
がブロックサイズを選ぶために表示されます。システムでこのアドレス空間を必
要とするレガシーISAカードが1つ以上ある場合は、ブロックサイズを8K、16K、
32K、64Kと増やすことができます。ICUを使用する場合は、 ISA MEM BlockISA MEM BlockISA MEM BlockISA MEM BlockISA MEM Block
BASEBASEBASEBASEBASEは初期設定の[NO/ICU]のままにしておいてください。

選択肢：[NO/ICU] [C800] [CC00] [D000] [D400] [D800] [DC00]

4.4.4 Shadow Configuration
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4 .54 .54 .54 .54 .5 Power MenuPower MenuPower MenuPower MenuPower Menu

Power Management [User Define]Power Management [User Define]Power Management [User Define]Power Management [User Define]Power Management [User Define]
自動電源管理機能に関する項目を設定するためにはこの項目を有効にしておく必
要があります。[Disabled]に設定すると、他の項目で設定をしていても電源管理機
能は機能しません。[User Define] 設定ではPowerメニューを設定できます。
[Max Saving]に設定すると、システムの電力は最小限に維持されます。
SuspenSuspenSuspenSuspenSuspenddddd ModeModeModeModeModeでは最大限の省電力に設定されます。

この項目は、電源管理モードのマスターコントロールとして機能します。[Max
Saving]では、短時間システムを使用しなかった場合にパワー･セービング･モード
に入ります。[Min Saving]は[Max Saving]とほぼ同じですが、システムを長時間使用
しなかった場合、パワー･セービング･モードに入ります。[Disabled]では、パ
ワー･セービング･モードを無効にします。[User　Define]ではパワーセービング機
能を自由に選択できます。

選択肢：[User Define] [Disabled] [Min Saving] [Max Saving]

重要：コンピュータがBIOS電源管理によりサスペンドにはいった時に、シ
ステム時間をアップデートできるようにAdvanced Power Management(APM)
をインストールしてください。DOS環境ではCONFIG.SYSに、DEVICE=C:
¥DOS¥POWER.EXEを追記する必要があります。Windows3.xやWindows95で
はAPM機能をWindowsにインストールする必要があります。Windows98以
降では、APMは自動的にインストールされます。バッテリーと電源コード
のアイコンの“電源の管理”が“コントロールパネル”に表示されます。
“電源の管理”のプロパティ･ダイアログ･ボックスで“詳細“タブにて必
要な設定を行ってください。
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Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]
この項目では、モニタのパワーマネージメントのため、Video Off機能をいつ有効
にするかを設定します。

選択肢：[Always On] [Suspend -＞ Off]

Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]
この項目では、Video Off機能を設定します。DPMS(Display Power Management
System)機能は、BIOSがDPMS機能をサポートするビデオ･ディスプレイ･カードを
コントロールできるようにするための機能です。[Blank  Screen]は画面表示を消す
だけです。(パワーマネージメント機能や”green”機能のないモニタを使用の場
合、これを利用します。[Blank Screen]状態では、スクリーンセーバーは表示さ
れません。)[V/H   SYNC+Blank]では、画面表示を消し、水平垂直走査線を止めま
す。

選択肢：[Blank Screen] [V/H SYNC+Blank] [DPMS Standby] [DPMS Suspend]
[DPMS OFF] [DPMS Reduce ON]

HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]
この項目では、システムに接続されたIDEハードディスクの電源を、一定時間稼働
後いつ切るかを設定します。この機能は、SCSIハードディスクでは機能しませ
ん。

選択肢：[Disabled] [1 Min] [2 Min] [3 Min]….[15 Min]

Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]
システムがサスペンドモードに入るまでの時間を設定します。

注意：注意：注意：注意：注意：この機能はDOS、Windows95/NT 4.0環境でのみ有効となります。

選択肢：[Disabled] [30 sec] [1 Min] [2 Min] [4 Min] [8 Min] [20 Min] [30 Min] [40 Min] [1 Hour]

PWR Button < 4 Secs [Soft off]PWR Button < 4 Secs [Soft off]PWR Button < 4 Secs [Soft off]PWR Button < 4 Secs [Soft off]PWR Button < 4 Secs [Soft off]
[Soft off] に設定すると、ATXスイッチは普通のシステム電源ボタンとして働き、押さ
れた時間が4秒以内でもシステムの電源を切ります。[Suspend]に設定すると、ボ
タンは2つの機能を持つようになり、ボタンを押した時間が4秒未満の場合はシス
テムがスリープ状態に入るようになります。設定に関わらず、ATXスイッチ4秒以
上押したときはシステムの電源はオフになります。

注意：注意：注意：注意：注意：この機能はAPM対応OSでのみ有効になります。

選択肢：[Soft off] [Suspend]
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AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]
この項目では、電源供給が断たれた後、システムを再起動するかどうかを設定し
ます。[Disabled]では、電源供給復帰後もシステムをオフの状態のままにし、
[Enabled]では、電源供給後にシステムをオンにします。[Previous State]では、シ
ステムを電源供給が断たれる前と同じ状態にします。

選択肢：[Disabled] [Enabled] [Previous State]

PWR Up On External Modem Act [Enabled]PWR Up On External Modem Act [Enabled]PWR Up On External Modem Act [Enabled]PWR Up On External Modem Act [Enabled]PWR Up On External Modem Act [Enabled]
この項目では、コンピュータがSoft-offの状態の間に外付けモデムがコールされた
とき、コンピュータの電源を入れるかどうかを設定します。

注意：注意：注意：注意：注意：コンピュータは、コンピュータやアプリケーションが完全に起動するまで
データの送受信を行うことはできません。そのため、最初のコール時は接続を確立
することができません。また、コンピュータがオフの時、外付けモデムの電源を入
れなおすとシステムは起動します。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

Wake On LAN or PCI Modem [Disabled]Wake On LAN or PCI Modem [Disabled]Wake On LAN or PCI Modem [Disabled]Wake On LAN or PCI Modem [Disabled]Wake On LAN or PCI Modem [Disabled]
Wake-On-LANまたはPCIモデムカードは、ネットワークやダイアルアップ接続に
よりウェイクアップフレームかまたは信号を送られることによりコンピュータを
起動します。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

重要：この機能を使うには、Wake-On-LANに対応したLANカードと、
720mA +5V以上のスタンバイ電源に対応したATX電源ユニットが必要に
なります。

4.5.1 Power Up Control
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Pwr Up On PS2 KB/Mouse [Disabled]Pwr Up On PS2 KB/Mouse [Disabled]Pwr Up On PS2 KB/Mouse [Disabled]Pwr Up On PS2 KB/Mouse [Disabled]Pwr Up On PS2 KB/Mouse [Disabled]
この項目では、PS2キーボードやPS2マウスの使用によってコンピュータの電源を
入れるかどうかを設定します。この機能を利用するには、最低+5VSBラインで
300mAを供給できるATX電源ユニットが必要です。デフォルトを[Auto]にすると、
コンピュータが適切なATX電源を持っているかどうかをもとに、自動的にこの機能
を有効/無効に設定します。[Disabled]では、この機能は使えません。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]
前項のWake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIRの設定を有効にしている場合、コンピュー
タを起動するために押すキーを設定することができます。

選択肢：[Space Bar] [Ctrl+Esc] [Power Key]

Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]
この項目では、自動的にシステムを起動するように設定できます。[Everyday]を選
択すると、毎日定時に起動するように設定できます。[By Date]を選択すると、指
定した日時に起動するように設定できます。

選択肢：[Disabled] [Everyday] [By Date]
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4.5.2 Hardware Monitor

MB Tempera tu re ,  CPU Tempera tu re  [ xxxC/xxxF]  /  JTPWRMB Tempera tu re ,  CPU Tempera tu re  [ xxxC/xxxF]  /  JTPWRMB Tempera tu re ,  CPU Tempera tu re  [ xxxC/xxxF]  /  JTPWRMB Tempera tu re ,  CPU Tempera tu re  [ xxxC/xxxF]  /  JTPWRMB Tempera tu re ,  CPU Tempera tu re  [ xxxC/xxxF]  /  JTPWR
Temperature [Ignore]Temperature [Ignore]Temperature [Ignore]Temperature [Ignore]Temperature [Ignore]
オンボードのハードウェア監視チップはMB(マザーボード)やCPU,電源ユニットの
温度を計測することができます。必要であれば、[Ignore]に設定してください。

CPU Fan Speed[xxxxRPM],Power Fan Speed [Ignore],Chassis FanCPU Fan Speed[xxxxRPM],Power Fan Speed [Ignore],Chassis FanCPU Fan Speed[xxxxRPM],Power Fan Speed [Ignore],Chassis FanCPU Fan Speed[xxxxRPM],Power Fan Speed [Ignore],Chassis FanCPU Fan Speed[xxxxRPM],Power Fan Speed [Ignore],Chassis Fan
[xxxxRPM][xxxxRPM][xxxxRPM][xxxxRPM][xxxxRPM]
オンボードのハードウェア監視チップは、CPUファンスピード、電源ユニット･
ファン･スピード、ケース･ファン･スピードの１分間あたりの回転速度(RPM)を
計測することができます。ファンの状態は自動的に検出されます。必要であれ
ば、[Ignore]に設定してください。

VCORE Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, +12V Voltage, -12VVCORE Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, +12V Voltage, -12VVCORE Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, +12V Voltage, -12VVCORE Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, +12V Voltage, -12VVCORE Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, +12V Voltage, -12V
Voltage  [xx.xV], -5V Voltage [Ignore]Voltage  [xx.xV], -5V Voltage [Ignore]Voltage  [xx.xV], -5V Voltage [Ignore]Voltage  [xx.xV], -5V Voltage [Ignore]Voltage  [xx.xV], -5V Voltage [Ignore]
オンボードのハードウェア監視チップは、オンボード電圧レギュレータの電圧出
力を計測することができます。必要であれば、[Ignore]に設定してください。

注意：注意：注意：注意：注意：モニタしている項目の値が規定範囲外になると、“Hardware Monitor
found an error. Enter Power setup menu for details“というエラーメッセージが表示さ
れます。そのまま続けるには＜F 1F 1F 1F 1F 1＞＞＞＞＞キー、セットアップメニューに入るには＜
D E LD E LD E LD E LD E L＞＞＞＞＞キーを押してください。
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Boot SequenceBoot SequenceBoot SequenceBoot SequenceBoot Sequence
カーソルキーを上下に移動して、一覧 の4項目の中から起動デバイスを選択できま
す。＜+＞キーとスペースキーでデバイスを前進させ、＜-＞キーとスペースキー
で後進して選択します。選択によりシステム起動時にどのデバイスから立ち上げ
るかを設定します。

選択肢：[Removable Devices] [IDE Hard Drive] [ATAPI CD-ROM] [Other Boot Device]

Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]
選択肢：[Disabled] [Legacy Floppy] [LS120] [ZIP-100] [ATAPI MO]

IDE Hard DriveIDE Hard DriveIDE Hard DriveIDE Hard DriveIDE Hard Drive
この項目では、Boot Sequenceで起動時に使用するIDEハード･ディスク･ドライブ
を設定します。[ENTER]を押すと、接続されたすべてのIDEハード･ディスク･ドラ
イブのプロダクトIDを表示します。

ATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROM
この項目では、Boot Sequenceで使用するATAPI CD-ROMドライブを設定しま
す。[ENTER]を押すと、接続されたATAPI CD-ROMドライブのプロダクトIDを表
示します。

Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]
選択肢：[Disabled] [SCSI Boot Device] [INT18 Device (Network)]

4 .64 .64 .64 .64 .6 Boot MenuBoot MenuBoot MenuBoot MenuBoot Menu
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Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]
この項目では、PCIバススロットの設定をプラグ･アンド･プレイ(PnP)オペレー
ティングシステムに設定させるか、BIOSに設定させるかを選択します。[Yes]に設
定すると、割り込みはOSによって再設定される場合があります。非PnP OSを使用
している場合や、割り込み設定の再設定を防ぎたい場合は、初期値の[No]を使用
してください。

選択肢：[No] [Yes]

Reset Configuration Data [No]Reset Configuration Data [No]Reset Configuration Data [No]Reset Configuration Data [No]Reset Configuration Data [No]
Extended System Configuration Data（ESCD）には非PnPデバイスの情報が含まれ
ています。また最後にシステムを起動したときの設定内容も記憶します。自己診
断テスト(POST)中にそれらのデータをクリアしたい場合は、[Yes]を選択してくだ
さい。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]
この項目では、ブートセクターをウィルスから守るブートウィルス探知を設定で
きます。ウィルスを探知すると、システムは停止して警告メッセージを表示しま
す。ウィルスが探知された場合は、このまま操作を続けるか、もしくはウィルス
が入っていないことを確認済みの起動ディスクを使ってシステムを再起動し、原
因を詳細に調べてください。

選択肢：[Disabled][Enabled]

Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]
この項目では、メモリチェックのようなPOSTルーチンをいくつかスキップして、
起動時間を短縮することができます。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]
この項目が[Enabled] の時、BIOSは起動時にフロッピー･ディスク･ドライブが40ト
ラックか80トラックのどちらであるかを確認しにいきます。1.44MBのフロッピー
ドライブは80トラックです。1.44MBのフロッピードライブを使用する場合はデ
フォルトを[Disabled]に設定してください。

選択肢：[Disabled] [Enabled]

Full Screen Logo [Enabled]Full Screen Logo [Enabled]Full Screen Logo [Enabled]Full Screen Logo [Enabled]Full Screen Logo [Enabled]
起動時にフルスクリーンロゴを表示するかどうかを設定します。

選択肢：[Disabled] [Enabled]
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Exit Saving ChangesExit Saving ChangesExit Saving ChangesExit Saving ChangesExit Saving Changes
この項目では、セットアップで行った変更をCMOS RAMに保存します。
CMOS RAMは、PCの電源が切れても、オンボードのバックアップバッテリーに
よって保持されます。この項目を選択すると、確認画面が表示されますので、[Yes]
を押して保存終了を完了してください。

注意：注意：注意：注意：注意：変更を保存せずセットアッププログラムを終了しようとすると、終了する
前に変更を保存するかどうかのメッセージが表示されます。＜ENTER＞を押すと、
終了する前に変更が保存されます。

Exit Discarding ChangesExit Discarding ChangesExit Discarding ChangesExit Discarding ChangesExit Discarding Changes
この項目では、セットアッププログラムで行った変更をCMOS RAMに保存しない
でセットアッププログラムを終了することができます。システムの日付や時間、
パスワードの変更などを行っていると、セットアッププログラムを終了する前に
確認画面が表示されます。

4.74 .74 .74 .74 .7 Exit MenuExit MenuExit MenuExit MenuExit Menu
セットアッププログラムの多様なメニューの中で全設定を行ったら、その設定を
保存してセットアッププログラムを終了します。メニューの中からEx i tEx i tEx i tEx i tEx i tを選択す
ると、下記のようなメニューが表示されます。

注意：注意：注意：注意：注意：＜Esc＞キーを押しても、このメニューを終了することはできません。終
了するためには、メニューの 中から項目を選択するか、もしくはナビゲーション
キーの＜F10＞を押してください。
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Load Setup DefaultsLoad Setup DefaultsLoad Setup DefaultsLoad Setup DefaultsLoad Setup Defaults
この項目では、セットアップメニューの各パラメータを初期値に戻すことができ
ます。この項目を選択、もしくは＜F5＞キーを押すと、確認画面が現れます。
[Yes]を選択すると、各パラメータが初期値になります。この時、Exi t  SavingExi t  SavingExi t  SavingExi t  SavingExi t  Saving
ChangesChangesChangesChangesChangesで設定を保存して終了できますが、不揮発性RAMに設定を保存する前
に、その他の変更を行うこともできます。

Discard ChangesDiscard ChangesDiscard ChangesDiscard ChangesDiscard Changes
この項目では、保存する前に行った変更を全て消去することができます。この項
目を選んだ後、確認画面が表示されます。[Yes]を選択すると、変更は全て消去さ
れ、前回の保存データが読み込まれます。

Save ChangesSave ChangesSave ChangesSave ChangesSave Changes
この項目では、セットアッププログラムを終了せずに変更を保存することができ
ます。その後メニュー画面に戻り、再度変更を行うことができます。この項目を
選択すると、全ての変更は保存され、確認画面が表示されます。[Yes]を選ぶと、
不揮発性RAMに各変更が保存されます。
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5. ソフトウェアの設定
5 . 15 . 15 . 15 . 15 . 1 オペレーティングシステムオペレーティングシステムオペレーティングシステムオペレーティングシステムオペレーティングシステム
新しいハードウェアを使用するときは、互換性を確保するために、最新のオペ
レーティングシステムにアップデートしてください。Windows98の場合はど
のバージョンでも構いませんが、Windows95の場合はOSR 2.0以降を、
WindowsNT4.0の場合はService Pack 3.0以降を使用してください。

5.1.1 初めてWindows98をインストールする場合
このマザーボードを取り付けてWindowsを初めて起動すると、マザーボードに接続
されたオーディオカードやビデオカードのチップを検出し、システムレジストリか
らドライバをインストールしようとします。再起動を促されたらN oN oN oN oN oを選択し、この
セクションの後で説明する通常のセットアップ手順に従ってください。

注意：注意：注意：注意：注意：これ以降のセクションで説明する画面は、お使いのマザーボードのものと
は若干異なる場合があります。
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5 . 25 . 25 . 25 . 25 . 2 ASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4XASUS P3V4XサポートサポートサポートサポートサポートC DC DC DC DC D
注意：注意：注意：注意：注意：サポートCDの内容は予告なく変更される場合があります。

サポートCDを使用するため、サポートCDをCD-ROMドライブに挿入すると、サ
ポートCDインストールメニューが表示されます。メニュー画面が表示されない場
合は、　D:¥ASSETUP.EXED:¥ASSETUP.EXED:¥ASSETUP.EXED:¥ASSETUP.EXED:¥ASSETUP.EXE（CD-ROMドライブがDドライブの場合）をダブル
クリックで実行してください。

5.2.1 インストールメニュー

・・・・・ Instal l  PC Probe Vx.xxInstal l  PC Probe Vx.xxInstal l  PC Probe Vx.xxInstal l  PC Probe Vx.xxInstal l  PC Probe Vx.xx：：：：：コンピュータのファン、温度、電圧などを監視する
ユーティリティをインストールします。

・・・・・ Instal l  PC-Cil l in 98 Vx.xxInstal l  PC-Cil l in 98 Vx.xxInstal l  PC-Cil l in 98 Vx.xxInstal l  PC-Cil l in 98 Vx.xxInstal l  PC-Cil l in 98 Vx.xx：：：：：PC-cillinウィルス保護ソフトをインストールしま
す。詳細はオンラインヘルプを参照してください。

・・・・・Install Adobe Acrobat Reader Vx.xxInstall Adobe Acrobat Reader Vx.xxInstall Adobe Acrobat Reader Vx.xxInstall Adobe Acrobat Reader Vx.xxInstall Adobe Acrobat Reader Vx.xx　：　：　：　：　：Adobe Acrobat Readerをインストー
ルしてPDF形式のユーザーマニュアルを読むことができます。

・・・・・VIA 4in 1 driversVIA 4in 1 driversVIA 4in 1 driversVIA 4in 1 driversVIA 4in 1 drivers：：：：：バスマスタPCI IDEドライバ、AGP VxDドライバ、VIAチップ
セット･ファンクション･レジストリ、IRQルーティング･ミニポート･ドライバ
をインストールします。

・・・・・S h oS h oS h oS h oS h owwwww MotherboarMotherboarMotherboarMotherboarMotherboarddddd Informat ionInformat ionInformat ionInformat ionInformat ion：：：：：製品名やBIOSのバージョン、CPUな
ど、このマザーボードに関する情報を見ることができます。

・・・・・Browse Support CDBrowse Support CDBrowse Support CDBrowse Support CDBrowse Support CD：：：：：CDの内容を見ることができます。
・・・・・ReadMeReadMeReadMeReadMeReadMe：：：：：サポートCDのファイルのリストと問い合わせ窓口に関する情報
を見ることができます。

・・・・・Exi tEx i tEx i tEx i tEx i t：：：：：インストールメニューを終了します。

その他：その他：その他：その他：その他：Flash BIOSライタはA F L A S HA F L A S HA F L A S HA F L A S HA F L A S Hフォルダに、DMIコンフィグレーショ
ンユーティリティは D M ID M ID M ID M ID M Iフォルダにあります。
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5 . 35 . 35 . 35 . 35 . 3 PC Probe Vx.xxPC Probe Vx.xxPC Probe Vx.xxPC Probe Vx.xxPC Probe Vx.xxのインストールのインストールのインストールのインストールのインストール
CD-ROMドライブにマザーボードに付属のサポートCDを入れてください。自動起
動しない場合は、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータからCDドライブのアイコンをダブルクリッ
クしてセットアップ画面を立ち上げてください。
注意：他のハードウェア監視ソフトがインストールされていると、PC Probeは実行
することができません。5 . 75 . 75 . 75 . 75 . 7のプログラムのアンインストールのプログラムのアンインストールのプログラムのアンインストールのプログラムのアンインストールのプログラムのアンインストールを参照して、アン
インストールしてください。

(2 )(2 )(2 )(2 )(2 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(3 )(3 )(3 )(3 )(3 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック (4 )(4 )(4 )(4 )(4 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(5 )(5 )(5 )(5 )(5 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック (6 )(6 )(6 )(6 )(6 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(7 )(7 )(7 )(7 )(7 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(8 )(8 )(8 )(8 )(8 ) NextNextNextNextNextをクリックすると、セットをクリックすると、セットをクリックすると、セットをクリックすると、セットをクリックすると、セット
アップ完了メッセージが表示されアップ完了メッセージが表示されアップ完了メッセージが表示されアップ完了メッセージが表示されアップ完了メッセージが表示され
るので、るので、るので、るので、るので、FinishFinishFinishFinishFinishをクリックしてをクリックしてをクリックしてをクリックしてをクリックして
セットアップを完了します。セットアップを完了します。セットアップを完了します。セットアップを完了します。セットアップを完了します。

(1 )(1 )(1 )(1 )(1 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック
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5 . 45 . 45 . 45 . 45 . 4 PC-Cill in 98 Vx.xxPC-Cill in 98 Vx.xxPC-Cill in 98 Vx.xxPC-Cill in 98 Vx.xxPC-Cill in 98 Vx.xxのインストールのインストールのインストールのインストールのインストール
CD-ROMドライブにマザーボードに付属のサポートCDを入れてください。自動起
動しない場合は、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータからCDドライブのアイコンをダブルクリッ
クしてセットアップ画面を立ち上げてください。

(3 )(3 )(3 )(3 )(3 ) LicenseLicenseLicenseLicenseLicense　　　　　AgreetmentAgreetmentAgreetmentAgreetmentAgreetmentに同意できる場合に同意できる場合に同意できる場合に同意できる場合に同意できる場合
は、ここをクリック。は、ここをクリック。は、ここをクリック。は、ここをクリック。は、ここをクリック。

(8 )(8 )(8 )(8 )(8 ) フロッピーを挿入して、ここをクリックしまフロッピーを挿入して、ここをクリックしまフロッピーを挿入して、ここをクリックしまフロッピーを挿入して、ここをクリックしまフロッピーを挿入して、ここをクリックしま
す。緊急ディスクが作成されたらす。緊急ディスクが作成されたらす。緊急ディスクが作成されたらす。緊急ディスクが作成されたらす。緊急ディスクが作成されたらO KO KO KO KO Kをクリックをクリックをクリックをクリックをクリック

(2 )(2 )(2 )(2 )(2 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(4 )(4 )(4 )(4 )(4 ) ウィルスが発見されなければ、ウィルスが発見されなければ、ウィルスが発見されなければ、ウィルスが発見されなければ、ウィルスが発見されなければ、
セットアップが続行されます。こセットアップが続行されます。こセットアップが続行されます。こセットアップが続行されます。こセットアップが続行されます。こ
こをクリックしてインストールをこをクリックしてインストールをこをクリックしてインストールをこをクリックしてインストールをこをクリックしてインストールを
開始してください。開始してください。開始してください。開始してください。開始してください。

(5 )(5 )(5 )(5 )(5 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(6) & (7)(6) & (7)(6) & (7)(6) & (7)(6) & (7) 表示されたボタンのうち、好きなほうを選択してくださ表示されたボタンのうち、好きなほうを選択してくださ表示されたボタンのうち、好きなほうを選択してくださ表示されたボタンのうち、好きなほうを選択してくださ表示されたボタンのうち、好きなほうを選択してくださ
い。い。い。い。い。

(9 )(9 )(9 )(9 )(9 ) ここをクリックした後、ここをクリックした後、ここをクリックした後、ここをクリックした後、ここをクリックした後、FinishFinishFinishFinishFinishををををを
クリックして再起動します。クリックして再起動します。クリックして再起動します。クリックして再起動します。クリックして再起動します。

(1 )(1 )(1 )(1 )(1 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック
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5 . 55 . 55 . 55 . 55 . 5 ADOBE Acrobat Reader Vx.xxADOBE Acrobat Reader Vx.xxADOBE Acrobat Reader Vx.xxADOBE Acrobat Reader Vx.xxADOBE Acrobat Reader Vx.xxのインストールのインストールのインストールのインストールのインストール
CD-ROMドライブにマザーボードに付属のサポートCDを入れてください。自動起
動しない場合は、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータからCDドライブのアイコンをダブルクリッ
クしてセットアップ画面を立ち上げてください。

(2 )(2 )(2 )(2 )(2 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(4 )(4 )(4 )(4 )(4 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック
(3 )(3 )(3 )(3 )(3 ) LicenseLicenseLicenseLicenseLicense　　　　　AgreetmentAgreetmentAgreetmentAgreetmentAgreetmentに同意できる場合に同意できる場合に同意できる場合に同意できる場合に同意できる場合

は、ここをクリック。は、ここをクリック。は、ここをクリック。は、ここをクリック。は、ここをクリック。

(5 )(5 )(5 )(5 )(5 ) ここをクリックした後、ここをクリックした後、ここをクリックした後、ここをクリックした後、ここをクリックした後、FinishFinishFinishFinishFinishををををを
クリックして再起動します。クリックして再起動します。クリックして再起動します。クリックして再起動します。クリックして再起動します。

(1 )(1 )(1 )(1 )(1 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック
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5 .5 .5 .5 .5 .66666 VIA 4 in 1 VIA 4 in 1 VIA 4 in 1 VIA 4 in 1 VIA 4 in 1 ドライバドライバドライバドライバドライバ
CD-ROMドライブにマザーボードに付属のサポートCDを入れてください。自動起
動しない場合は、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータからCDドライブのアイコンをダブルクリッ
クしてセットアップ画面を立ち上げてください。

(2 )(2 )(2 )(2 )(2 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(3 )(3 )(3 )(3 )(3 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(4 )(4 )(4 )(4 )(4 ) 好きなオプションを選択し、ここ好きなオプションを選択し、ここ好きなオプションを選択し、ここ好きなオプションを選択し、ここ好きなオプションを選択し、ここ
をクリックをクリックをクリックをクリックをクリック

(5 )(5 )(5 )(5 )(5 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(1 )(1 )(1 )(1 )(1 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(6 )(6 )(6 )(6 )(6 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(8 )(8 )(8 )(8 )(8 ) ここをクリックした後、画面の指示にここをクリックした後、画面の指示にここをクリックした後、画面の指示にここをクリックした後、画面の指示にここをクリックした後、画面の指示に
従ってインストールを完了して下さ従ってインストールを完了して下さ従ってインストールを完了して下さ従ってインストールを完了して下さ従ってインストールを完了して下さ
い。い。い。い。い。(7 )(7 )(7 )(7 )(7 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック
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5 . 75 . 75 . 75 . 75 . 7 プログラムのアンインストールプログラムのアンインストールプログラムのアンインストールプログラムのアンインストールプログラムのアンインストール
プログラムの追加と削除はWindowsの基本的な機能の１つです。プログラムに専
用のアンインストールプログラムがついていない場合はこの機能を使います。

( 1 )( 1 )( 1 )( 1 )( 1 ) プログラムの追加と削除プログラムの追加と削除プログラムの追加と削除プログラムの追加と削除プログラムの追加と削除
をダブルクリックしまをダブルクリックしまをダブルクリックしまをダブルクリックしまをダブルクリックしま
す。す。す。す。す。

(2 )(2 )(2 )(2 )(2 ) 削除するプログラムを選択し削除するプログラムを選択し削除するプログラムを選択し削除するプログラムを選択し削除するプログラムを選択し
て、ここをクリックします。て、ここをクリックします。て、ここをクリックします。て、ここをクリックします。て、ここをクリックします。

(3 )(3 )(3 )(3 )(3 ) ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック



8 48 48 48 48 4

5. ソフトウェアの設定

ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル

5
.S

/W
5

.S
/W

5
.S

/W
5

.S
/W

5
.S

/W
の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

の
設
定

W
in

d
o

w
s 9

8

（このページは意図的に白く残されています。）
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6. ソフトウェアの説明
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8 58 58 58 58 5

6 . 16 . 16 . 16 . 16 . 1 PC ProbePC ProbePC ProbePC ProbePC Probe
PC Probeは、ファンの回転数や電圧、温度などコンピュータの重要な要素
を継続的に監視することのできる、便利なユーティリティです。またD M I
Explorerを通じて、ハードディスクの空き容量やメモリ使用量、CPUの種
類、C P Uの速度、内部/外部周波数などの、コンピュータに関する便利な
情報を表示する機能もあります。

6.1.1 PC Probeを起動する
PC Probeを起動すると、下のようなタイトル画面が現れます。左上の
チェックボックスのチェックを外すと、次回以降の起動時からはこの画面
は表示されなくなります。

PC Probeを起動するには、を起動するには、を起動するには、を起動するには、を起動するには、スタートボタンを押して、ボタンを押して、ボタンを押して、ボタンを押して、ボタンを押して、プログラム、、、、、
ASUS Utility、、、、、Probe　Vx.xxの順で選択して行ってください。

PC Probeが実行中の場合には、タスクインジケータにPC Probeのアイコン    が
表示されます。
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6.1.2 PC Probeを使う
Monitoringタグ
Monitor SummaryMonitor SummaryMonitor SummaryMonitor SummaryMonitor Summary
監視を行っている項目の概要が表示さ
れます。

Temperature MonitorTemperature MonitorTemperature MonitorTemperature MonitorTemperature Monitor
PCの温度が表示されます。

Fan MonitorFan MonitorFan MonitorFan MonitorFan Monitor
PCのファンの回転数が表示されます。

Voltage MonitorVoltage MonitorVoltage MonitorVoltage MonitorVoltage Monitor
PCの電圧が表示されます。

ファン警告　
しきい値調整　

（スライダを上に動かすとしきい値が上がり、
下に動かすとしきい値が下がります）

警告温度　
しきい値調整　

（スライダを上に動かすとしきい値が上がり、
下に動かすとしきい値が下がります）
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6. ソフトウェアの説明
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Informationタグ

Sett ingsSett ingsSett ingsSett ingsSett ings
PCの温度、ファンの回転数、電圧のし
きい値および、更新時間のインターバ
ルを設定することができます。

HistoryHistoryHistoryHistoryHistory
PCの現時点の監視活動を記録すること
ができます。

Hard DrivesHard DrivesHard DrivesHard DrivesHard Drives
PCのハードディスクの使用量や空き容
量および、使用されているファイル･ア
ロケーション･テーブルや、ファイルシ
ステムを表示します。

CPU Cooling System SetupCPU Cooling System SetupCPU Cooling System SetupCPU Cooling System SetupCPU Cooling System Setup
CPUクーリングのソフトウェアをいつ
使うかを選択します。W h e n  C P UW h e n  C P UW h e n  C P UW h e n  C P UW h e n  C P U
O v e r h e a t e dO v e r h e a t e dO v e r h e a t e dO v e r h e a t e dO v e r h e a t e dを選択すると、CPUクー
リングシステムは、CPU温度がしきい
値に達した時に有効になります。

MemoryMemoryMemoryMemoryMemory
PCのメモリロード、メモリ使用量、
ページファイル使用量が表示されま
す。
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Device SummaryDevice SummaryDevice SummaryDevice SummaryDevice Summary
PCに接続されたデバイス の概要を表示
します。

DMI ExplorerDMI ExplorerDMI ExplorerDMI ExplorerDMI Explorer
CPUの種類、CPUの速度、内部/外部周
波数、メモリ容量に関する情報が表示
されます。

Utilityタグ
Probeモジュール以外のプログラムを実
行することができます。Execute Pro-Execute Pro-Execute Pro-Execute Pro-Execute Pro-
gramgramgramgramgramをクリックすると、プログラムが
実行されます。

6.1.3 PC Probe タスク･バー･アイコン

PC Probeが問題を発見すると、PC Probeアイ
コンの一部が赤くなり、ビープ音が鳴りま
す、PC Probeモニタは停止します。

PC Probeのアイコンを右クリックする
と、メニューが開き、PC Probeを起動、終
了、一時停止、もしくはすべての監視活動
の再開などができます。
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7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 用語解説用語解説用語解説用語解説用語解説
AGP(AGP(AGP(AGP(AGP(Accelerated Graphical PortAccelerated Graphical PortAccelerated Graphical PortAccelerated Graphical PortAccelerated Graphical Port)))))
 現在主流となっているPC上で高性能３Dグラフィックを使用できるようにするイ
ンターフェース仕様です。AGPは、グラフィックコントローラがシステムメモリ
に直接アクセスすることによって、PCIよりも高速な処理を実現します。

B u sB u sB u sB u sB u s Bus FrequencyBus FrequencyBus FrequencyBus FrequencyBus Frequency Bus SpeedBus SpeedBus SpeedBus SpeedBus Speed

PCI 33MHz 133MB/s
AGP　1X 66MHz 200-300MB/s
AGP　2X 133MHz 528MB/s
AGP　4X 266MHz 1 GB/s

AUTOEXEC.BATAUTOEXEC.BATAUTOEXEC.BATAUTOEXEC.BATAUTOEXEC.BAT
 AUTOEXEC.BATは、コンピュータの電源を入れたり再起動した際に、DOSにより
自動的に実行される、特定目的のためにファイルです。このファイルには、特定
のソフトウェアや周辺デバイスを動作させるのに重要なコマンドが含まれていま
す。Windows95以降では、独自のスタートアップファイルを持っているので
AUTOEXEC.BATファイルは使用されないか、無視される場合があります。

BIOS(Basic Input/Output System)BIOS(Basic Input/Output System)BIOS(Basic Input/Output System)BIOS(Basic Input/Output System)BIOS(Basic Input/Output System)
 BIOSは、メモリ、ディスク、ディスプレイアダプタのようなコンピュータのパー
ツ間でどのようにデータを転送するかを決定する、一連のプログラムです。BIOS
の命令はコンピュータの読み込み専用メモリに格納されています。BIOSのパラ
メータはBIOSセットアッププログラムよって設定できます。EEPROMに提供され
るユーティリティプログラムを使って、新しいBIOSファイルをコピーしてアップ
デートできます。

Bi t (B i t (B i t (B i t (B i t (バイナリ数バイナリ数バイナリ数バイナリ数バイナリ数)))))
 コンピュータで使用される最小単位です。1ビットは0か1のどちらかの値を取りま
す。

BootBootBootBootBoot
 ブートは、コンピュータがオペレーティングシステムをシステムメモリに読み込
んで動作を始めることです。マニュアルにシステム（コンピュータ）を”ブー
ト”して下さいと指示がある場合には、コンピュータの電源を入れます。”リ
ブート”はコンピュータを再起動することです。Windows95以降では[スタート]-
[Windowsの終了]にて”コンピュータを再起動する”を選択すれば再起動できま
す。

Bus Master IDEBus Master IDEBus Master IDEBus Master IDEBus Master IDE
 PIO（プログラマブルI/O） IDEは、IDEアクセスとメカニズムイベントを待つこと
にCPUを必要とします。バスマスタIDEは、CPU割り込みなしでメモリとの読み込
み/書き込みを行います。バスマスタIDEモードを利用するためには、バスマスタ
IDEドライバとバスマスタIDEハード･ディスク･ドライブが必要です。

Byte(Byte(Byte(Byte(Byte(バイナリタームバイナリタームバイナリタームバイナリタームバイナリターム)))))
 1バイトは8個の連続したビットの集合です。1バイトは英数字、句読点、記号の各
1つを表わすのに使われます。

用
語
解
説
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COM PortCOM PortCOM PortCOM PortCOM Port
 COMは、コンピュータのシリアルポートを示す論理デバイス名です。ポインティ
ングデバイス、モデム、赤外線モジュールなどをCOMポートに接続することがで
きます。各COMポートは固有のIRQとアドレスを使用します。

CPU(Central Processing Unit)CPU(Central Processing Unit)CPU(Central Processing Unit)CPU(Central Processing Unit)CPU(Central Processing Unit)
 CPUは、時にはプロセッサとも呼ばれ、まさにコンピュータの頭脳です。割り込
み処理、プログラムコマンドの実行、メモリへのプロセスデータの格納などを行
います。現在、ソケット370（Pentium, Celeron-PPGA用）、ソケット7（Pentium,
AMD, Cyrix, IBM用）、スロット1（Pentium㈼と㈽用）、スロット2（Xeon用）プロ
セッサがあります。

Device DriverDevice DriverDevice DriverDevice DriverDevice Driver
 デバイスドライバは、コンピュータのオペレーティングシステムがVGA、オー
ディオ、イーサネット、プリンター、モデムのような各種デバイスと通信できる
ようにするプログラムです。

DOS(Disk Operating System)DOS(Disk Operating System)DOS(Disk Operating System)DOS(Disk Operating System)DOS(Disk Operating System)
 DOSは、Windowsを含め他のプログラムやアプリケーションソフトウェアの動作
する土台となるものです。DOSはメモリ、CPUの処理の割り当て時間、ディスク
領域、周辺機器とのアクセスなどのシステムリソースを割り当てる役割を持って
います。DOSはそのためのコンピュータとの基本インターフェースを提供しま
す。

HardwareHardwareHardwareHardwareHardware
 ハードウェアとは、プリンタやモデム、ポインティングデバイスのような、コン
ピュータシステムの物理的部品をさす一般的な用語です。

IDE(Integrated Drive Electronics)IDE(Integrated Drive Electronics)IDE(Integrated Drive Electronics)IDE(Integrated Drive Electronics)IDE(Integrated Drive Electronics)
 IDEデバイスは、（SCSIデバイスのように）特別のアダプタカードを必要とせ
ず、ドライブ自身に内蔵されたコントローラで制御します。UltraDMA/33 IDEデバ
イスは、最大33MB/sで転送できます。

LPT Port(Line Printer Port)LPT Port(Line Printer Port)LPT Port(Line Printer Port)LPT Port(Line Printer Port)LPT Port(Line Printer Port)
 DOSによってコンピュータのパラレルポートに予約される論理デバイス名です。
各LPTポートは異なるIRQとアドレスを使用します。

MMXMMXMMXMMXMMX
 Single Instruction, Multiple Data（SIMD）と呼ばれる技術をベースとした57個の新し
い命令セットで、x86互換マイクロプロセッサである新しいPentium PP/MT(P55C)
とPentium㈼(Klamath)CPU に組み込まれています。MMX命令は3Dビデオ、3Dサウ
ンド、ビデオ会議 のようなマルチメディアと通信アプリケーションの処理速度を
早くするように設計されています。

PCI Bus(Peripheral Component Local Bus)PCI Bus(Peripheral Component Local Bus)PCI Bus(Peripheral Component Local Bus)PCI Bus(Peripheral Component Local Bus)PCI Bus(Peripheral Component Local Bus)
 PCIバスは32ビットデータ･バス･インターフェースの規格です。PCIは拡張カード
製品の標準として広く使用されています。

PeripheralsPeripheralsPeripheralsPeripheralsPeripherals
 周辺機器は、I/Oポートを通じてコンピュータに接続されるデバイスのことです。
周辺機器によってコンピュータは限界なくさまざまな作業を行うことができま
す。
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POST(Power On Self Test)POST(Power On Self Test)POST(Power On Self Test)POST(Power On Self Test)POST(Power On Self Test)
 コンピュータに電源を入れると、最初に自己診断テストのPOSTが実行されます。
POSTはシステムメモリ、マザーボードの回路、ディスプレイ、キーボード、ディ
スケットドライブ、他のI/Oデバイスをチェックします。

PS/2 PortPS/2 PortPS/2 PortPS/2 PortPS/2 Port
 PS/2ポートは、IBMのマイクロ･チャンネル・アーキテクチャをベースにしていま
す。このアーキテクチャはデータを16ビットもしくは32ビットバスで転送しま
す。PS/2マウスやキーボードがATXマザーボードで使用できます。

RAID(Redundant Array of Independent Disks)RAID(Redundant Array of Independent Disks)RAID(Redundant Array of Independent Disks)RAID(Redundant Array of Independent Disks)RAID(Redundant Array of Independent Disks)
 RAIDには、ミラーリング（耐障害性用）やパリティ（データ保護用）、ストライ
ピング（パフォーマンス向上のためデータを複数のドライブに分散させる）と
いった機能があります。RAIDシステムの構築にはRAIDカードが必要になります。

RAM(Random Access Memory)RAM(Random Access Memory)RAM(Random Access Memory)RAM(Random Access Memory)RAM(Random Access Memory)
 RAMには、DRAM（Dynamic RAM）やEDODRAM（Extended Data Output　
DRAM）、SDRAM（Synchronous DRAM）のようないくつかの異なった種類があ
ります。

ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)
 ROMは、コンピュータに組み込まれて動作するプログラム（ファームウェア）を
内蔵した不揮発性のメモリです。Flash ROM（すなわちEEPROM）は新しいプログ
ラムに置き換えることが可能です。（すなわちBIOS）

SCSI(Small Computer System Interface)SCSI(Small Computer System Interface)SCSI(Small Computer System Interface)SCSI(Small Computer System Interface)SCSI(Small Computer System Interface)
 American National Standards Institute（ANSI）のX3T9.2委員会が決定した高速パラ
レルインターフェースで、多くの周辺機器を接続することができます。

System DiskSystem DiskSystem DiskSystem DiskSystem Disk
 システムディスクはオペレーティングシステム中核 となるファイルを持ち、オペ
レーティングシステムを起動するのに使用します。

Ultra DMA/33Ultra DMA/33Ultra DMA/33Ultra DMA/33Ultra DMA/33
 UltraDMA/33はIDE転送速度を改善する仕様です。従来のPIOモードとは異なり、
IDE信号の立ち上がりエッジのみを使用するのではなく、DMA/33では立ち上がり
エッジと立ち下がりエッジの両方を使用します。したがって、PIOモード4やDMA
モード2の2倍になります。（16.6MB/s x2 =33MB/s）

USB(Universal Serial Bus)USB(Universal Serial Bus)USB(Universal Serial Bus)USB(Universal Serial Bus)USB(Universal Serial Bus)
 ４ピンの新しいシリアルインターフェースで、キーボードやマウス、ジョイス
ティック、スキャナ、プリンタ、モデム/ISDNなどの周辺機器をプラグアンドプレ
イで自動的にコンピュータに接続設定することができ、取り付ける際にドライバ
のインストールしたりコンピュータを再起動したりする必要がありません。USB
により、従来からあったようなコンピュータの背面が周辺機器接続用のケーブル
で混雑する状況は解消されるでしょう。



ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ASUS P3V4X ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル9 29 29 29 29 2

G
lo

ssa
ry

（このページは意図的に白く残されています。）

7. 付録

7
. 

7
. 

7
. 

7
. 

7
. 付
録

付
録

付
録

付
録

付
録


	+5-6 P3V4X.pdf
	目次
	1. はじめに 
	1.2 添付品チェックリスト 
	2. 特色 
	2.1  ASUS P3V4Xについて 
	2.1.1 スペック 
	2.1.2 特別な機能 
	2.1.3 パフォーマンス 
	2.1.4 インテリジェント機能 
	2.2 P3V4Xマザーボードパーツ 
	3.2 レイアウトの内容 
	3.3 ハードウェアの設定手順 
	3.4 マザーボードの設定 
	3.6 中央処理装置(CPU) 
	3.6.1  CPUのインストール手順 
	3.6.3 ユニバーサル・リテンション・メカニズムの取り付け 
	3.6.4 プロセッサの取り付け 
	3.6.6 スロット１用の推奨ヒートシンク 
	3.6.7 注意事項 
	3.7.1 拡張カードの取り付け手順 
	3.7.2 拡張カードにIRQを割り当てる 
	3.7.3 Accelerated Graphics Port(AGP) 
	3.8 外部コネクタ 
	4. BIOSの設定 
	4.1 BIOSの管理とアップデート 
	4.1.2 BIOSアップデート手順（必要時のみ） 
	4.2 BIOSセットアッププログラム 
	4.2.2 ナビゲーションキー 
	4.3 Main Menu 
	4.3.1 Primary & Secondary Master/Slave 
	4.4 Advanced Menu 
	4.4.1 Chip Configuration 
	4.4.2 I/O Device Configuration 
	4.4.3 PCI Configuration 
	4.4.4 Shadow Configuration 
	4.5 Power Menu 
	4.5.1 Power Up Control 
	4.5.2 Hardware Monitor 
	4.6 Boot Menu 
	4.7 Exit Menu 
	5. ソフトウェアの設定 
	5.1 オペレーティングシステム 
	5.2 P3Vシリーズ･マザーボード･サポートCD 
	5.4 PC-Cillin 98 Vx.xxのインストール 
	5.5 ADOBE Acrobat Readerのインストール 
	5.6 VIA 4 in 1 ドライバ 
	6.1 PC Probe 
	7.1 用語解説 


	+1-4 P3V4X.pdf
	目次
	1. はじめに 
	1.2 添付品チェックリスト 
	2. 特色 
	2.1  ASUS P3V4Xについて 
	2.1.1 スペック 
	2.1.2 特別な機能 
	2.1.3 パフォーマンス 
	2.1.4 インテリジェント機能 
	2.2 P3V4Xマザーボードパーツ 
	3.2 レイアウトの内容 
	3.3 ハードウェアの設定手順 
	3.4 マザーボードの設定 
	3.6 中央処理装置(CPU) 
	3.6.1  CPUのインストール手順 
	3.6.3 ユニバーサル・リテンション・メカニズムの取り付け 
	3.6.4 プロセッサの取り付け 
	3.6.6 スロット１用の推奨ヒートシンク 
	3.6.7 注意事項 
	3.7.1 拡張カードの取り付け手順 
	3.7.2 拡張カードにIRQを割り当てる 
	3.7.3 Accelerated Graphics Port(AGP) 
	3.8 外部コネクタ 
	4. BIOSの設定 
	4.1 BIOSの管理とアップデート 
	4.1.2 BIOSアップデート手順（必要時のみ） 
	4.2 BIOSセットアッププログラム 
	4.2.2 ナビゲーションキー 
	4.3 Main Menu 
	4.3.1 Primary & Secondary Master/Slave 
	4.4 Advanced Menu 
	4.4.1 Chip Configuration 
	4.4.2 I/O Device Configuration 
	4.4.3 PCI Configuration 
	4.4.4 Shadow Configuration 
	4.5 Power Menu 
	4.5.1 Power Up Control 
	4.5.2 Hardware Monitor 
	4.6 Boot Menu 
	4.7 Exit Menu 
	5. ソフトウェアの設定 
	5.1 オペレーティングシステム 
	5.2 P3Vシリーズ･マザーボード･サポートCD 
	5.4 PC-Cillin 98 Vx.xxのインストール 
	5.5 ADOBE Acrobat Readerのインストール 
	5.6 VIA 4 in 1 ドライバ 
	6.1 PC Probe 
	7.1 用語解説 



